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例

1.本報告書は平成25年度の国庫補助事業によ

る大阪市内埋蔵文化財発掘調査の概要を集め

たもので、平成26年度事業により作成した。

2.これらの調査は大阪市教育委員会が (公財)

大阪市博物館協会大阪文化財研究所に委託し

て実施したものである。

3.本報告書の執筆は (公財)大阪市博物館協

会大阪文化財研究所 南秀雄の指揮のもとに
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報告書に記してある。

4.本報告書の編集は大阪市教育委員会文化財

保護担当において行った。
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安曇寺跡推定地発掘調査(AZ13- 2)報告書



調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市北区太融寺町29-1

28ポ

平成25年5月27日～6月1日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査の経過

調査地は大阪の代表的な繁華街であるキタの南東側に当る太融寺町に位置する。現在では西側の曽

根崎商店街、北側の堂山町とともにそれぞれ繁華街を形成しているが、昭和初期に扇町通りの敷設に

よって堂山町と南北に分断されるまで、太融寺町は堂山町と繋がった一っの集落であった。太融寺町

の由来となった真言宗高野派佳木山太融寺は、平安時代に嵯峨天皇の勅願により弘法大師が創建した

と伝えられ、嵯峨天皇の皇子源融が再建したとされる。調査地は太融寺の北東側にあり、敷地が境内

と接している(図1)。

安曇寺跡推定地は、かつて調査地より南側の大川を越えた中央区高麗橋一丁目付近に推定されてぃ

た。同地にあった旧三越百貨店の建設工事の際に飛鳥時代の四天王寺創建瓦と同范の単弁蓮華文軒丸

瓦が出土したこと、京阪電鉄の延伸工事の際に古代寺院のものとみられる礎石が発見されたことなど

による。これら古代の遺構・遺物の発見により、高麗橋一丁目一帯が前期難波宮の時期に僧斐が建立

した安曇寺跡と推定された。しかし、藤沢一夫氏と梶山彦太郎氏は、その後に高麗橋の周辺で行われ

た発掘調査で、古代寺院に係わる遺構や遺物が認められない状況を踏まえ、安曇寺跡の推定地を他所

に求めた[藤沢・梶山19881。藤沢氏らは北区太融寺で古代寺院の礎石を発見してぃたこと、太融寺周

辺の天満地域が市内北部の中でも比較的高所であること、太融寺町一帯に残る「アドエ」や「二王門」・

「寺山」などの字名が「安曇寺」との関係を窺わせることから、新たに調査地周辺が安曇寺跡であると結

論づけた。

調査地の周辺では、これまで2箇所において発掘調査が行われてぃる。調査地の南西70mの太融寺

境内で行われたAZO5-1次調査では、13世紀後半の遺物を伴う溝や土塘が検出され、シジミを主体

X-143,850

AZ13- 2

1 : 1 ,000

図1 調査地の位置 図2 調査区配置図
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とする小規模な中世の貝塚が見つかっている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006]。また、北

西180mのAZO6-1では、18～19世紀の遺構・遺物が多数出土したほか、弥生土器や中世の遺物も

見つかっている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]。

今回の調査に先立ち、大 阪市教育委員会によって試掘調査が行われた。その結果、現地表下約1.2m

で中世以前とみられる遺物包含層と遺構面を検出した。 この遺物包含層の拡がりとその年代、遺構の

詳細な状況を確認するため、本 調査を実施することとなった。

発掘調査は5月27日から開始した。隣接する建物の基礎部分に影響が及ばないよう配慮する必要が

生じたため、着 手前に大阪市教育委員会の文化財保護担当を交えて協議を行った結果、建 物壁から安

全な距離をとって調査区を設定することとなった。これにより、当初予定していた南北4mx東西10

m(面積40rrf)の調査範囲を南北3.5mx東西8 m (面積28箱)に減じて調査区を再設定することとなっ

た(図2)。調査初日に調査区の確認と設定を行ったのち、重機による現代盛土の掘削を開始した。以後、

人力で地層の掘下げを行い、遺構面を精査して遺構を検出し、出土遺物の取上げ、平面図・断面図の

作成や写真撮影などの記録保存を適宜実施した。6月1日には埋戻し作業を行い、同日に調査に係わ

るすべての現場作業を終了して撤収した。

なお、図中に示した方位は現場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図に合成することに

より得た世界測地系座標に基づき、座 標北を基準にした。また、水 準値は東京湾平均海面値(T.P.値)

を使用し、TP+○mと表記した。

2)調査の結果

1)層序(図3)

調査地はほぼ平坦で、標高はTP+l.7m前後であった。現代盛土層を含め、以下の第0～ 7層を確

認した。

第0層は現代盛土層である。調査区の全域で認められた。層厚は40～140cmであった。旧建物の解

体時に形成された地層である。

第1層は以下の第1a・1b層に細分した。

第1a層:黒褐色(2.5Y3/2)の細礫混りシルト質中粒砂の作土層であり、旧地表である。層厚は約10

cmであった。近代～現代の遺物が出土した。

第1b層:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)の細礫混りシルト質中粒砂の作土層で、炭 焼土を多く含 む。層

厚は10～15cmであった。おもに近代の遺物を包含していた。

第2層は褐色(10YR4/4)の細礫混りシルト質細粒砂の作土層で、炭と焼土を多く含 む。層厚は10

～20cmであった。本層は調査区の東側を中心に堆積しており、削平を受けていた北西側では認められ

なかった。近世～近代の遺物を含む。

第3層は砂質が優勢な作土層で、第3a・3b層に細分した。いずれも近世の地層である。

第3a層:暗褐色(10YR3/3)のシルト質細粒～中粒砂の作土層で、層厚は15～25cmであった。本層

の上面で礎石や小穴、土塘などを検出した。遺構からは19世紀の陶磁器類が出土した。
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南壁

TP+20m

第0層 現代盛土

2m

1:40

東壁
TP+20m
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第0層 現 代盛土

・第3a層

SK341
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第5層
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第4層 (中世末)
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図4 第5層上面遺構平面図



第3b層:黒褐色(10Y3/2)のシルト質細粒砂の作土層で、層厚は約15cmであった。調査区の北東側

を中心に認められた。本層の上面において小穴・土塘などの遺構を検出した。遺構からは18世紀前半

の陶磁器類が出土した。

第4層はオリーブ褐色(2.5Y4/4)のシルト質細粒砂の作土層である。層厚は15～20cmであった。調査

区の全域で認められたが、上位層の土塘や大きな落込みがあった調査区の南と西側では削平されていた。

第5層は暗褐色(10YR3/3)のシルト質中粒砂の作土層で、調査区の全域で認められた。層厚は約

10cmで、下位層との地層の境界は漸移的であった。本層の上面で小穴・土塘などの遺構を検出した。

遺構からは15世紀の土師器・瓦質土器が出土した。

第6層は黄褐色(2.5Y5/6)の中粒砂からなる水成層で、調査区の全域で認められた。層厚は10～20

cmであった。本層からは遺物は出土しなかった。

第7層は黄褐色(2.5Y5/6)の粗粒砂で、調査区西端の深掘区で部分的に確認した。水 成層で、層厚

は10cm以上である。本層からは遺物は出土しなかった。

ii )遺構と遺物

第5層上面、第3b層上面および第3a層上面においてそれぞれ下記の遺構を検出した。

a沖 世

第5層上面遺構(図4・ 5):土壇SK501・505・507～512、小穴SP502～504、不整形な落込み

SX506を検出した。断面図を示したSK501・505・511以外は、いずれの遺構も埋土は褐色のシルト

質中粒砂を主体としており、深 さも5～10cmと浅いものが多い。

SX506からは図10の土師器皿1、瓦 質土器捕鉢2、土 師器羽釜3、瓦 などが出土した。15～16世紀

前半のものとみられる。

b.近世

第3b層上面遺構(図6・7):土城SK327～330・332・338～342、小穴SP326・333～337、不整

SK501

S             N

TP+05m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂

SK511

NE SW

SK505

TP+0.5m

1:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒砂

2:オリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒砂を含む粘土質シルト

3:オリーブ褐色(2.5Y4/6)中粒砂

4:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質中粒砂

TP+10m

1m

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂

2:褐色(10YR4/4)シルト質中粒砂

3:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質中粒砂

4:褐色(10YR3/3)シルト質中粒砂

図5 第5層上面遺構断面図
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図6 第3b層上面遺構平面図



SK328 SK327 SK329

TP+O5m

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質細粒砂

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質細粒砂

1:黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シルト(炭・遺物を多く含む)

2:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒砂質シルト(炭・遺物を多く含む〉

3:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質中粒砂(炭・遺物を多く含 む)

SK330

E

SK338

N

SK332

TP+○5m

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)

シルト質細粒砂

1:黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルト(炭・礫を含む)

2:黒褐色(10YR3/1)細粒砂質シルト

3:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂

4:黒褐色(10YR3/2)シルト質細粒砂(炭・礫を含む)

5:黒褐色(10YR3/2)シルト質細粒砂

6:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒砂

SP335 SP334

SW          NE

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト

SP337

N       S

1

SP336

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト

2:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質細粒砂

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト(炭・灰土を含む)

2:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質細粒砂

SX331

TP+O5m

1:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

(炭・灰土を含む)

2:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂質シルト

(炭・灰土・粘土を含む)

3:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

4:オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂

SP333

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質中粒砂

SK342

TP+O5m

SP326

1:黒褐色(2.5Y3/2)粘土混り細粒砂質シルト

2:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

3:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質細粒砂

TP+O5m

1:黒褐色(10YR3/2)

細粒砂質シルト 1:20

図 7 第3b層上 面 遺構 断 面 図
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形な落込みSX331を検出した。SK328・332・338・341・342はゴミ穴で、陶磁器や瓦など多数の遺

物が出土した。SK339は、板 材を方形に組んだ木枠を土塘内に据えていた。簡易な水溜め施設とみら

れる。SX331は、南側に向かって傾斜した落込みである。もとの地形が傾斜面であったため、整地を行っ

て平坦にしたとみられる。おもな遺構の断面図は図7に示した。

SK328からは図11-20～23が出土した。20は肥前磁器碗である。外 面に雪輪梅枝文を描く。外 面

下部に1条、高台に2条の圏線を巡らせ、高 台内部には1条の圏線と「大明年製」の銘を崩して記す。

18世紀前半のものである。21は肥前陶胎染付碗である。外面全周に唐草文を連続的に描く。外 面口縁

に2条、下部に1条、高台に2条の圏線を巡らせている。18世紀前半のものであろう。22は難波分類

D類[難波1992]の土師器焙烙である。

SK332からは図10-4～10が出土した。4・5は土師器皿である。5は口縁端部に煤が付着する。6・

10は肥前陶器碗である。6は刷毛目文碗で、見込みに蛇ノ目釉剥ぎを施す。10は京焼風陶器で、外 面

に楼閣山水文を描く。高台は露胎で内面にヘラ書きの銘が認められる。17世紀末～18世紀前半のもの

である。7～9は肥前磁器碗である。7は外面にコンニャク印判による鶴文と若松文を配置する。外

面下部に1条、高台に2条の圏線を施す。高台内面には「珍」の銘を記す。8は外面全周に手描きによ

る草花文を描く。高台内面には「大明年製」の崩れた銘を記す。いずれも18世紀前半のものである。9

は半球碗で、外面に手描きによる桜文を配置する。

SX331からは図10-11～19が出土した。11～15は肥前磁器である。11は染付小杯である。端 反り

口縁で外面に草花文が描かれる。12・13は染付碗である。12は口縁端部に鉄銹の口紅が施され、縁 文

様として外面に型紙摺の亀甲桜文、内面に手描きの波濤文を帯状に巡らせる。外 面に丸窓と型紙摺の

唐人、染付で寿文・雲文を全周に配置し、見込みには鶴と福禄寿を描く。高台内面には圏線1条と二

重枠で「渦福」の銘を記す。13は外面全周に花烏文を配し、高台内面に「大明年製」銘を記す。いずれも

18世紀前半ものである。14・15は染付皿である。外 面に梅文、内面は2条の圏線で口縁部と見込み

を区置し、口縁側には波文、見込みに手描きによる五弁花を描く。高台内部は↓条の圏線と二重枠で

「渦福」の銘を記す。15は外面口縁と下部にそれぞれ圏線2条を巡らせ、外面に折松葉文と花文を描く。

いずれも18世紀前半ものである。16は京焼系陶器の鉢である。灰釉の上から黒漆地に金泥で草花文を

描く。17は丹波焼壺で、内面に鉄分が付着する。鉄漿を入れた御歯黒壺である。18は肥前陶器鉢である。

内外面は全面施釉され、内面に白泥による刷毛目文様が描かれている。見込みは蛇の目釉剥ぎののち、

鉄銹が塗布されている。19は土師器焙烙である。難波分類D類である。18世紀のものとみられる。

第3a層上面遣構(図8 ・9) :柱穴・小穴・杭跡SP301～307 - 309 - 311～317 - 319 ・320 ・322 ～

325、土WSK308・310・318・321を検出した。SK310・321はごみ穴で、陶磁器や瓦など多量の遺

物が出土した。SP304・306・307・309・314～316・319とSK308には礎石とみられる河原石が置か

れていた。原位置から動いた礎石もあるため、正確な組み合わせは判明しなかったが、調査区北側で

礎石列SP319・316・307・322がほぼ1mの間隔で東西方向に並ぶ。何 らかの礎石建物があった可能

性が高い。SP320・324・325は深さ5～10cmほどの浅い遺構で、SP324・325は杭跡とみられる。そ

のほか、おもな遺構断面図は図9に示した。
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SP304

SP325 SP324

0 0

Y-45,3681 Y-45,366/

SP307

SP316

SP315

SK318

SP317

SK308

SK309
K310 SK321

Q
P320

SP31 1

SP312

X - 143,877

X - 143,873

1:40

図8 第3a層上面遺構平面図



SP301
TP-H am

SP302
TP+1.Om

SP303
TP+10n

SP306

E   1 W

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)
細粒砂

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)
細粒砂

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)

細粒砂

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質中粒砂

SP307 SK308 SP304 SP305

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質中粒砂

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質細粒砂

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)

シルト質細粒砂      シルト質細粒砂

SP309 SP31 1 SP312 SP313 SP314

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質中粒砂

2:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

細粒砂質シルト(炭を含む)

W         E

1:褐色(10YR4/6)
中粒砂

W          E

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質中粒砂

SP315 SP316 NW SP317 sp3ig

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質細粒砂

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質中粒砂

1:黒褐色(2.5Y3/2)

細粒砂質シルト

1:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質中粒砂

SK318

TP+12m

1:暗灰黄色(2.5Y4/2)

細粒砂質シルト

SP322 SK310

-===!コiS TP+07m
1:暗褐色(10YR3/3)

シルト質中粒砂

TP+tOm

1:黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質中粒砂

凡例閣 :礎石
1:20

1m

図9 第3a層上 面 遺 構 断 面 図

SK309から図11-23・24が出土した。いずれも堺捕鉢で18世紀のものである。

c.各層出土の遺物(図12)

そのほか各層の年代を示す遺物を取り上げておく。

第3層(a・b層一括)からは図12-26～31が出土した。26～29は肥前磁器である。26は発色が良い

半球碗で、外 面に山水文を描く。27は外面全周にコンニャク印判による菊文・楓文を配置する。高台

内面に圏線を1条巡らせ、「大明年製」の崩れた銘を記す。いずれも18世紀前半のものである。28は肥

- 12



==:    14

図10 遺構出土遺物(1)

10cm

3(1～13・15～17)

10          20cm

1:4(14・18・19)

SX506( 1～3)、SK332( 4～10)、SX331(11～19)

- 13



一 二 一 /       22

10帥

1 : 3 (20～22)

10

1:4(23・24)

20cm

図11 遺構出土遺物(2)

SK328(20～22)、SK309(23・24)

前磁器皿で、型打ち成形による。内面に手描きによる梅枝文

を配する。外 面下部に1条、高台に2条、高台内面に1条の

圏線をそれぞれ巡らせる。29は青磁軍配形皿である。漆継の

痕跡が認められる。30は肥前陶器尭、31は土師器皿である。

写真1-25は肥前磁器色絵水鳥である。香炉の可能性がある。

以上の出土遺物からみて、第3層は18世紀前半の遺物包含層

と考えられる。

第2層からは図12-32～36が出土した。32は萩焼碗である。内面全体に長石釉が施され、外面は無

釉地に黒釉と長石釉のピラ掛けが行われている。削 り出しによる渦高台である。33は瀬戸美濃焼磁器

端反碗である。内外面ともに花唐草文を描く。34・35は肥前磁器である。34は端反碗で外面全周にダ

ミで濃淡をつけた剣先文を巡らせる。口縁内面には幾何文、見込みには火炎宝珠文を描く。焼継が行

われており、高台内面には焼継印が付けられている。35は皿である。発色のよい染付で、内面に鮎と

枇杷を大きく描 く。外面にも文様が認められる。焼継による修繕が行われており、高台内面に判読で

きないが、朱書きの文字が書かれている。36は関西系磁器の香炉である。内面下半と高台内面は露胎で、

写真1 肥前磁器色絵水鳥(S=%)

- 14



X-一目腫ノ 36

10cm

図12 各層出土遺物

第3層(26～31)、第2層(32～36)、第1～2層(37・38)

15



見込みにアルミナ土を蛇の目状に塗布している。外面には団龍文と祖詠の「終南望余雪」の漢詩を円内

に記し、交互に配している。以上の遺物はいずれも19世紀ものであることとから、第 2層は19世紀の

遺物包含層と考えられる。

そのほか第1～2層で図12-37・38が出土した。37は備前焼の四方徳利である。外面のうち2面に

焼成時の接触痕が見られる。底面には窯印とみられる四菱の押印がある。38は丹波焼徳利である。外

面に「西善」のヘラ描きがある。底部に3箇所の砂目痕が認められる。

3)まとめ

今回の調査では、江 戸時代の遺構・遺物が多く見つかり、当地が18～I9世紀に繁栄していたことが

明らかとなった。本 調査地は太融寺境内に隣接していることから、 出土遺物の多くは太融寺に関係す

るものとみられる。太融寺は大坂夏ノ陣において兵火により堂宇のほとんどを焼失した。その後、元

禄年間(17世紀末～18世紀初め)に本堂など伽藍の主要部分が復興を遂げている。本調査地において、

18世紀前半の遺構・遺物が多数見つかったことは、こうした経緯を反映しているものと思われる。

また、今 回の調査でも中世後期の遺構・遺物が認められた。近接地のAZO5-1次調査では中世後

期の遺構・遺物が多数出土しており、周辺に中世寺院・村落が存在した可能性が指摘されている。今

回は発掘面積が限られていたため、検 出した遺構の評価については十分に論じることはできない。 し

かし、 ほかにも北西180mで行われたAZO6-1次調査地では、試掘調査で弥生土器片が見つかって

いる。周辺の調査成果を踏まえると、 この地域の本格的な土地開発と村落の形成が中世以前に遡る可

能性は高い。

今後も周辺における発掘調査を継続的に進めていくことで、古 代「安曇寺」の実態が明らかになって

くるものと思われる。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「安曇寺跡推定地発掘調査(AZO5- 1 )報告書」:『大阪市内埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書(2005)』、pp.3-22

2008、「安曇寺跡推定地B地点における発掘調査(AZO6- 1 )報告書」:『平成

18年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 -11

大阪文化財研究所2011、『中崎町遺跡発掘調査報告書』

難波洋三1992、「徳川大坂城期の焙烙」:大阪市文化財協会、『難波宮址の研究』第九、pp.373-4oo

藤沢一夫・梶山彦太郎1988、「安曇寺跡と渡辺別所」:大阪市教育委員会文化振興課編『太阪市文化財年報』昭和61年、

pp.22-29
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(北西から)
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第5層上面遺構

完掘状況

(西から)

第5層上面

検出土壇

(南から)

第3b層上而遺構

完掘状況

(西から)



第3a層上面遺構

検出状況

(西から)

第3a層上面検出

礎石列

(南から)

第3a層上面遺構

完掘状況

(西から)



天満本願寺跡発掘調査(TN13-2)報告書

17
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公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄



1)調査 に至る経緯と経過

調査地のある天満は、天正13(1585)年における天満本願寺と寺内町の建設が大きな画期となって発

展した。古 くには古代に東大寺新羅江庄、中世前半には北渡辺として、大 川岸の港津とともに栄え、

中世後半には天満天神(天満宮)の門前が賑わっていた。

周辺調査の成果をあげると、南 約40mのTNO4-1次調査で5世紀中頃～後半の竪穴建物・掘立柱

建物などが検出された(図1)。古墳時代中～後期の柱穴などはその南のTNO7-2次調査でも見つかっ

ている。またTNO7-1次調査地では、 6世紀末～7世紀前半の遺構・遺物が検出されている。調査

地から北東至近のTN11-3次調査では、13世紀後半～14世紀初の東西溝2条などが検出された。溝

の方向は東で南へ4～ 8゚ 振っている。同地点では豊臣後期の遺構・遺物が見つかっている。

本調査は大阪市教育委員会の試掘結果を受け、南北8mX東西5mを対象にした(図2)。基準点は

MageⅡan社製ProMark 3により測位し、世界測地系に基づく座標値を使用した。標高はT.p.値(東京湾

平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現地表の標高はTP+3.8～4.0mである。

第1層:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト層で、層厚は20cmである。北のみに分布する17世紀代(徳

川期)の地層である。

第2層 :褐色(10Y4/4)中粒砂質シルト層で、層厚は12～25cmである。豊臣期と推定される盛土で

図1 調査地位置図

-44,070       -44,060      Y-44,050

500

図2 調査区位置図

44,820
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図3 地層と遺構の関係図

ある。本層上面でSK107・109・110などを検出した。

第3層 :暗褐色(10YR3/3)シルト質極粗粒砂層で、層厚は

14～30cmである。わずかな瓦器・土師器皿片から中世以降の

地層であることがわかる。上面でSB301を検出した。土 師質

土錘10(重さ28.lg)は本層から出土した。

第4層 :にぶい黄橙色(10YR6/4)極粗粒砂層で、細礫が入

る自然堆積層である。上 面にはSK402などの土塘があった。

標高はTP+1.7～1.4mで、北 から南へやや低くなる。

ii )遺構と遺物(図5～7)

第4層上面(7世紀中葉)

第4層上面でSK401～405を検出した。い ずれも埋土(図6参照)と出土遺物の時期が類似する。

SK401は長さl.50rn,幅1.20rn,深さ0.28m, SK402は長さ1.9m以上、幅1.40m,深さ0.75mである。

SK402では埋土中に水成層がなく、短 期間に埋められたと推測される(図6)。土器が多く含 まれるの

S

l

l

l

十3am

l

l

東壁

/

十2.0m

+LOm

南壁下半

l
1' TP+20m

108

+10m

図4 東・南壁地層断面図

1: 50

2m
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は上層である。完形に近いものがあることと出土状況(写真1頁下段)から、SK402出土土器の一括性

は高いと考えられる(図7)。SK402出土土器中、1～9が土師器、11～20が須恵器である。杯 1は口

縁部がヨコナデ、体 部外面がユビオサエである。杯身14としたものは壺の蓋かもしれない。

SK401～405の時期は7世紀中葉で、南側のTNO7-1次調査などから周辺にこの時期の建物など

が広がっていたのはまちがいない。

第3層上面

第3層上面にSP302 - 303がある(図5)。SP302は深さO.↓8m,柱痕跡の直径0.lOrn, SP303は同

じく深さ0.l4m,直径0.lOmである。柱間はl.76mで、方向は東で南へ3゚ 振る。層位と出土遺物から

は時期は決めがたいが、現 在の町割(5゚ 振る)との類似、1間1.8mの柱間などから豊臣期の建物と推

定しておく。

第2層上面(17世紀)

豊臣後期の可能性のあるものにSK107・108がある。SK107は長さ1.3m以上、幅0.7m以上、深さ

0.40mである。埋 土は炭混りの黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルトである。土 師器皿21、肥前陶器碗

22・23が出土した。SK108は炭混りの浅い窪みである。

徳川期(17世紀代)の遺構にSK104・106・109・110・111・112、SE101・102などがある。SK109

は長さ2.05rn,幅0.95m,深さl.20mである。平面長方形の穴蔵と考えられる。東 に接するSKIIIも

一44,068 Y-44,066\

----～ゝ IX-144,828'IX-1 44,828

一144,830

SK304

SK405

SK403  SK401
SK402

1:黄褐色(25γ5l'3)シル1・

2 暗灰黄色(25Y4/2)シルト質粗粒砂

第 3層 上 面

図5 遺構平面図

一44.068     Y-44,066\

第 2層 上 面

1 : 100

一144,鯰8

-144,830

一145,832

-145,834

5m
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SK402 SK109
TP+20n

+1am

1,黒褐色(2 5Y3/2)シルト質極粗粒砂(土器多)

2:暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)極粗粒砂

3,黒色(5Y2/1)シルト質極粗粒砂

4 オリーブ褐色(2.5Y4/3)極粗粒砂

TP+2 0m

十l.Om

1:オリーブ褐色(25Y4/4)中粒・粗粒砂質シルト偽礫

2,にぶい黄橙色(10YR7/3)細粒砂

3.オリーブ褐色(25Y4/3)シルト偽礫質粗粒砂

4 灰黄褐色(2 5Y4/2>シルト～粘土質極粗粒砂、主に水漬き

2m

1:50

図6 SK402・109断面図

一連の遺構であろう。底に薄い水成層があり、その上は短期間に埋められた。SK109からは24～30が

出土した。24は土師器皿、26・27は肥前磁器碗、28は同壺で、26が色絵、27・28が染付である。29

は志野大鉢である。30は六角形の飾瓦で、花菱文があり、伏 見城に類例がある[星野猷二・三木善則

2006]。これらからSK109は17世紀中頃と推定される。また、土 師器鉢25は第4層上面遺構に関連す

るか、それよりやや古い時期のものであろう。

この他では、17世紀前半のゴミ穴であるSK110は、長 さ1.5m以上、幅1.lOm,深さ0.70mである。

最後にSE1 03(19世紀中葉)から出土したガラス瓶31を報告する。31は残存高13.4cm,最大径6.7cm,

底形5.7cmである。ガ ラスは緑色を帯び、微細な気泡がある。肩 と体部の境に小さな段があり、底 は

上がっている。底外面には陽鋳で「DR SIEGERT CO BOLIVARJの文字がある。BOLIVARとは南米

ベネズエラの街の名で(Co;Corporation)、その工場でドイツ人医師DR SIEGERTによって生産され始

めた滋養強壮飲料(Angostura bitters)が入っていたと推測される。この飲料は、1850年代からイギリ

スに輸出され、サイダーやジンに混ぜて販売されていたことが知られる。BOLIVARに工場が存在し

たのは1875年までで時期が限定できる(註1)。幕末期の輸入品か、あるいは御雇いイギリス人らの技

術指導で出発した造幣局との関連など、想像がふくらむ資料である。

3)まとめ

成果の第一は7世紀中葉の遺構・遺物である。周辺の調査から天満地域の東南部、現天満橋の北詰

周辺に当該期の遺構が広がっていることが予測できる。7世紀中葉は前期難波宮造営を筆頭に、国内

外との人・物資の行き来に大川岸の利用が盛んで、当然、調査地周辺に建物などが存在しておかしく

ない。天満地域東南部の大川岸から次第に、西 や北へ様々な施設や集落が広がっていったのでなかろ

うか。

註

1)小田木富慈美による。
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17                  19

10cm

図7 出土遺物実測図

SK402( 1～9・11～20)、第3層(10)、SK107(21～23)、SK109(24～30)、SE103(31)

参考文献

星野猷二・三木善則2006、『器瓦録想 其の二 伏見城』 伏見城研究会、pp.44-48
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調査区とTNO4-1次調査地
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(南から)



南壁地層断面
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森の宮遺跡・大坂城跡発掘調査(MR13-4)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区森ノ宮中央1丁目10-2・10-3

91ボ

平成25年12月11日～↓2月21日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、大庭重信
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は上町台地東縁の裾部に立地し、縄 文時代から江戸時代までの複合遺跡である森の宮遺跡の

範囲内にあり、豊 臣～徳川期には大坂城惣構の東南部に当る(図1)。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査によって、現地表下1.8m以下で近世の遺物包含層およ

び遺構面が確認された。この結果を受け、当該地における開発や前後の土地利用の変遷を明らかにす

ることを目的に、12月11日から発掘調査に着手した。

敷地内の東北隅に東西13m1 南北7mの調査区を設定し(図2)、重機掘削を開始した。まず、厚さ

約1mの現代盛土層を除去し、整 地層と考えられる黄色粘土層の上面を精査したところ、調査区西部

で南北方向の石垣の上面を確認した。石垣は豊臣期に遡る可能性があったため、現 地表下1.8mまで重

機で掘削するという当初の予定を変更し、黄色粘土層の上面から平面調査を開始した。調査は、記 録

作業に時間を要する石垣周辺を掘り残 し、石垣の調査と併行して、東側の下層の調査を進めた。平面

調査は現地表下2.6mまで行い、それ以下は側溝および深掘り トレンチによって現地表下4.Omまで掘

り下げ、地層断面を観察・記録した。12月20日には記録作業を終えて埋戻しを開始し、翌21日には撤

収を含む現地でのすべての作業を完了した。

なお、基 準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本 報告書で用いた方位は世界測地系座標に

基づく座標北を基準にした。標高はT.P値(東京湾平均海面値)であり、本文・挿図中ではTP+○mと

記した。

2)調査の結果

図1 調査地位置図

-42,81 Y-42,790

図2 調査区配置図

×

46,390

50m



SD129    石垣125 1)層序(図3・4)

調査地の現地表面の標高は、TP+4.lm前後であっ

た。現 地表からTP Omまでの深さ約4mの地層を、

第0～8層に大別し、必要に応じて細分した。

第0層:現代の盛土で、層厚は100～120cmあった。
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第1層 :豊臣後期～徳川初期の整地層で、上面で

17世紀中葉～19世紀の遺構を多く検出した。第 1層

は第1a～1c層に区分できる。

第1a層は焼土偽礫を多く含む整地層で、調 査区西

部で検出した西面する石垣125以西に分布していた。

層厚は20cmあった。出土遺物は少ないが、肥前陶器

の破片が含まれており、焼 土は大坂夏ノ陣の際のも

図3 層序ka構0関係       のと判断される。本層下面で浅い溝を1条検出した。

第1b層は石垣125以西に分布する整地層で、 3層に細分される。下部はオリーブ灰色粘土偽礫、中

部は黄褐色粘土偽礫と中粒砂、上部は浅黄色細粒～粗粒砂からなり、層厚は40cmあった。

第1c層はにぶい黄色粘土偽礫を主体とし、細粒砂を若干含む整地層で、石垣125以東で厚く、層厚

は最大で40cmあった。石垣直下のSD208の上半を埋め、石垣125以西にも部分的に分布していた。第

1c層は豊臣前期の地表面を直接覆っており、石垣125は第1c層上面で構築されていた。

第2層 :整地層を主体とした豊臣前期の地層であり、第 2a・2b層に区分した。

第2a層は、調査区東半に分布する厚さ10cm未満の薄い整地層で、暗灰黄色粘土偽礫と細粒～中粒砂

からなる。本層上面で土壇を検出したほか、下位層上面のSD207の上半を埋めていた。

第2b層は、調査区東半がシルト偽礫を含む黒褐色礫混りシルト質細粒砂からなる整地層で、西半で

は砂礫やシルト～粘土偽礫、炭 が互層で堆積していた。上 面で柱穴・溝 ・土塘を検出したほか、北壁

面で本層下面の土壇を確認した。本層中からは豊臣前期に位置づけられる土師器・瓦 ・中国産青花や

白磁・瀬戸美濃焼・備前焼・木製品などが出土した。

第3層 :暗灰黄色中粒～粗粒砂質シルトを主体とする整地層である。東 から西へ土砂を投入してお

り、層厚は調査区東端で60cm,西部では約30cmと薄くなる。本層からは、中世後半～豊臣前期の土師器・

中国産青磁および白磁・瀬戸美濃焼・備前焼・瓦などの小片が出土した。豊 臣前期の生活面を造成す

る際の整地層と考えられる。

第4層 :調査区東部に分布する、灰色細粒砂からなる氾濫堆積層で、層厚は最大で5 cmあった。

第5層 :調査区の全域に分布する作土層で、灰 色細粒～中粒砂質シルトからなる。層厚は10～30cm

あり、東 側が薄く、西 にいくにつれて厚くなる。本層上面で水田および溝を検出した。時期を推定で

きる遺物は出土しなかったが、上下の地層の関係と周辺の調査成果から、 中世後半のものと考えられ

る。

第6層:調査区全域に分布する古土壌で、褐灰色シルト質中粒～粗粒砂からなる。上部は硬く締 まっ
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:現代盛土

にぶい黄褐色(10YR5/4)焼土(第1a層)
:浅黄色(2.5Y7/4)細粒～粗粒砂(第1b層上部〉

:黄褐色(2.5Y5/6)粘土偽礫+粗粒砂(第1b層中部〉

オリーブ灰色(10Y5/2)粘土偽礫(第1b層下部)

:植物遺体薄層含む緑灰色(10GY5/1)極細粒砂～シルト(水成)

にぶい黄色(2.5Y6/4)粘土偽礫十細粒砂(第1c層)

:暗灰黄色(2.5Y5/2)粘土偽礫+細粒～中粒砂(第2a層)

:黒褐色(10YR3/1)有機質シルト～粗粒砂(SD207埋土)

9

0

1

2

3

4

5

6

暗オリーブ灰色(2.5GY3.5/1)シルト(水成、SD208の埋土下半と共通)

:黒褐色(2.5Y3/2)シルト偽礫+礫混りシルト質細粒砂(第2b層)
:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～粗粒砂質シルト(第3層)
:灰色(10Y4/1)細粒砂(第4層)

:灰色(5Y4/1)細粒～中粒砂質シルト(第5層)

:褐灰色(10YR4/1)シルト質中粒～粗粒砂(第6層)

にぶい黄色(2.5Y6/3)有機質シルト+中粒～粗粒砂(第7層〉
にぶい黄色(2.5Y6/3)中粒砂～礫(第8層)

図4 調査区北壁地層断面図



ており、下部は植物の根による擾乱が顕著である。層厚は約20cmあった。本層内で溝を検出した。遺

物は、古 代の土師器・須恵器のほか、古 墳時代の円筒埴輪や弥生時代中期の土器の小片も含まれる。

第7層 :にぶい黄色中粒～粗粒砂からなる氾濫堆積層で、基底に有機質なシルト層が見られた。調

査区東部に分布し、層厚は最大で50cmあった。弥生時代中期の土器片およびサヌカイトの剥片が出土

した。

第8層 :にぶい黄色中粒砂～礫からなる氾濫堆積層で、層厚は100cmまで確認した。西 から東への

古流向を示すトラフ型クロスラミナが顕著に認められ、上町台地西斜面を下刻する「森ノ宮谷」[趙哲

済2013]から供給されたと推定される。下半部は擾乱を受けて堆積構造が判然としないので、干 潟に

堆積した可能性がある。本層からは、弥生土器とみられる土器片が2点出土している。

11遺構と遺物

第1・2・5・6の各層上面、および第6層下面で遺構検出作業を行った。前述したように、第 2

層以下の平面調査は石垣以東の範囲に限定して行った(図5)。

a.古代(図5-1)

第6層内で南西一北東方向のSD601を検出した。幅2.0m,深さ0.2mの浅い溝で、埋土は第6層と

共通する。出土遺物は、土師器杯C1・尭2、須恵器底部3を図化した(図7)。1・2は埋土の下半から、

3は上半から出土した。1は復元口径1I.9cm,器高3.4cmあり、内面に放射状暗文を施す。7世紀後葉

に位置付けられるものである。3は高台部分から外側へ水平に開くことから、皿 Bの可能性がある。

b. 中世(図5-2)

第5層上面で水田およびSD501を検出した。

第5層上面は調査範囲の中央に西から東へ約10cm低くなる段があり、低 い東側を中心に水成の第4

層が分布していた。段差部分には本来水田畦畔があった可能性がある。調査区北東端でも帯状にやや

高い部分があり、 これも畦畔の可能性がある。また、段 の西側でSD501を検出した。幅が0.6m,深

さが0.2mの南北方向の溝で、下半に水成の黄灰色シルト層と有機質な灰色シルト層が堆積したのち、

上半を第4層に相当する細粒砂層が覆っていた。水 田に伴う潅汽水路と考えられる。

c.豊臣前期(図5-3)

第2a層上面でSK201 - 202を、第2b層上面でSP205 - 206、SD204 ・207 - 208、SK203を検出した。

また、北壁断面の第2b層下面でSK209を確認Lた。

SK201・202は調査区東部で検出した東西に並ぶ土塘である。平面形が0.5～0.7mの円形で、深さが0.3

m前後あり、 ともに第1c層で埋められていた。

SP205・206は調査区東端で検出した南北に並ぶ柱穴で、調査区外東側に広がる掘立柱建物の西辺

の一部と考えられる。柱径はそれぞれ10～15crn,柱間隔は2.Omあった。

SD204はSP205・206の西側で検出した南北溝である。幅0.6m,深さ0.Imと浅 く、水 成の極細粒

～細粒砂で埋まっていた。東側の建物に伴う側溝もしくは雨落ち溝の可能性がある。

SD207は調査区中央で検出した南北溝で、幅1.2m,深さ0.5rnある。東 辺がほぼ垂直に掘削され、

壁面を竹材で保護し、これを杭で固定していた。これに対し、底から西側へは緩やかに傾斜していた。
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1,古代(第6層内検出遺構)
一42,81 -42.81 Y-42,E114

X 146.361

46,363

2.中世(第5層上面検出遺構) 一42,81 -42,81

SD501

Y-42,814

x 146,361

46,363

3,豊臣前期(第2層上下面検出遺構)

図6断 面位置

SD208

SK209

1   '

-42,81

SK203
SD207

SK202

Y-42,814

SD204
SP206

SP205

X-146,360

46,364

4,豊臣後期～徳川期(第1層上面検出遺構)

SD129       ノ      SK117

SK126               108   SEI○2    SK106

SK109i -"5

SK122

46,364

1 : 100

図5 古代～徳川期の遺構平面図
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埋土は粗粒砂を含む有機質シルト層で、桶 や箸などの木製品のほか、土 師器・瓦質土器・中国産青花・

備前焼が出土した。同様の有機質シルト層は溝外の西側にも分布しており、SD207の西側は有機物が

集積する湿った環境にあったと考えられる。SD207はこれと東側の建物域との境に設けられた排水用

の溝であろう。なお、SD207の西肩にはこの場所で生育した木の根痕が遺存していた。

SD208は調査区西部で検出した南北溝である。幅1.Orn,深さ0.3mあり、溝 底の複数箇所には杭が

穿たれていた。溝内からは竹材が複数点出土しており、杭 はSD207と同様、溝 の壁面を保護する竹材

を固定するために穿たれた可能性がある。埋土の下半は有機質シルト層で、同様の地層はSD208以西

にも分布していた(図4-9層)。SD208の上半は第1c層に相当する粘土偽礫で一部埋められ、この上

に後述する石垣125の最下段の石が据えられていた。遺物は下,駄や箸・漆器などの木製品のほか、土

師器・瀬戸美濃焼の破片が出土した。

SK203は調査区西部で、SD207の埋土と共通する有機質シルト層を除去後に検出した土塘である。

東西幅1.2m,深さ0.4mあり、下半に有機質なシルトが堆積し、上 半を偽礫で埋めていた。

SK209は東西幅0.7m,深さ0.4mの土塘と考えられ、シルトの偽礫を含む有機質な細粒砂質シルト

～シルト層で埋まっていた。中国産青花の破片が出土した。

d.豊臣後期(図5-4)

現代盛土の第0層を除去後、調査区西部で西面する南北方向の石垣125の上面を検出した。第1c層

によって整地された敷地の西辺を画したものと考えられる。石垣の高さは70cmあり、一辺50cm前後

の大型の石を最大で2段積んでいた。石垣の酉面は面をそろえてやや外傾しており、隙 問および裏込

めに拳大の石を詰めていた。東側の第1c層と裏込めの石との間に明瞭な境界は確認できなかったが、

裏込め石の間には第1c層とは異なる細粒～中粒砂が充填されていた点、石垣の西面と同様に外傾する

点から、裏 込めの石は第1c層の壁面に沿って積まれたと考えられる。以上から、構 築の順序は、① ま

ず豊臣前期のSD208を第1c層で一部埋め、その上に最下段の大型の石を一列に並べる、② 西側の第

1c層の壁面に沿って裏込めの石を積む、③ 最下段の石の上にほぼ同じ大きさの石を重ねる、 と復元で

きる(図6)。石垣の上面には掘り返された跡があり、そ こから17世紀中葉の肥前陶器や肥前磁器が出

土したことから、 この頃に上に積まれていた石垣が除去された可能性がある。ただし、最 下段の石の

基礎に荷重を支えるための施工がなされておらず、さほど高くは積まれていなかったと推測される。

石垣125の西側には、第1c層に対比できる整地層が部分的に分布し、 これを覆う薄い氷成のシルト

層(図4-5層、図6-4層)が石垣機能時の堆積層と考えられる。このシルト層は、堆積後さほど時

期を経ずに第1b層によって覆われており、石 垣は構築後短期間に2段 目の途中まで埋められたとみら

れ、その後、大坂夏ノ陣で被災した。

石垣の時期については、石垣下半の裏込め内から豊臣前期の瀬戸美濃焼皿4が出土したほか(図7)、

ベースの第2層からは豊臣前期までの遺物が出土していることから、豊 臣前期以降、大坂夏ノ陣まで

の豊臣後期を中心とした時期に構築され、機能したと考えられる。

なお、 以西の第1c層上面で、石垣に伴う時期の遺構は検出できなかった。北 側約30mの地点の

MR12-2次調査地では、第1c層に対比できる整地層は確認されていないことから[大阪文化財研究所
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SD208 46,360 ×-146,362

石垣125最下段

46,360 46,362

Y-42,821

X-1 46.364 1

Y-42,821

石垣125上面

X-1 46,364

Y-42,821

46,360

断面位置

石垣125と第 1層 断面図

TP+3 0m

TP+25m

2m

1:50

にぶい黄橙色(10YR7/3)細粒～粗粒砂(第1b層上部)
:灰黄褐色(10YR6/2)シルト偽礫+細粒砂(第1b層中部)
:黄褐色(2.5Y5/6)粘土偽礫+粗粒砂(第1b層下部)

:灰色(10Y6/1)シルト(水成+偽礫)

オリーブ灰色(5G6/1)シルト～粘土偽礫十細粒砂(第1c層)
にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂
にぶい黄色(2.5Y6/4)粘土偽礫+細粒砂(第1c層)

:植物遺体薄層を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト(水成)
オリーブ灰色(5GY5/1)シルト(水成、SD208埋土)

:灰色(10Y4/1)有機質シルト(水成、SD20没里土)

図 6 SD208・石 垣125平面 ・断 面 図

2013]、敷 地の北限はそこまでの範囲にあった可能性が高い。石垣125の方向は北で5度東に振ってお

り、現 在の西側の南北道路とほぼ平行する。このことから、石 垣125およびこれによって区画された

敷地は、現 在の街区の地割にまで踏襲されている可能性がある。また、石垣125が豊臣前期のSD208

の直上に構築されていることから、この地割が豊臣前期にまで遡る可能性もある。

e.徳川期(図5-4)

土塘を中心とした多くの遺構を検出した。当時の地表面は削平されており、深 く掘 られたもののみ

を第1層上面で確認した。
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12

図7 出土遺物

SD601(1-3)、石垣125裏込め(4)、第2b層(5-14)、第1a層(15)

検出した遺構の多くが ごみ穴と考えられるが、SK101は大量の瓦を廃棄した土壇、SK108は埋桶、

SE102は掘形が直径1.1mの井戸であった。出土遺物から時期が判明したものは、SK103・104・113

が17世紀中葉、SK118・120が17世紀後葉～末、SK101・105～109・116・119が18世紀代、SE

102・SK110が19世紀代である。

f.各層出土の遺物(図7)

第2b層のSD207以西の有機質シルト層を中心に土器・陶磁器・土製品・石製品・木製品が出土し

ており、 このうち土師器皿5・6、瀬 戸美濃焼皿7～9・天 目碗10, 中国産白磁皿11、備前焼壺12、

犬形土製品13、石製硯14を図化した。出土した土師器・陶磁器はいずれも豊臣前期に位置付けられる

ものである。14は長さ6.5cm,幅3.3cmの小型品で、硯 面には使用痕がある。

第1a層からは肥前陶器皿15が出土した。豊臣後期に位置付けられる。

3)まとめ

調査では、現 地表下約4mまでの地層を確認し、古 代の溝、中世の水田および氷路、豊 臣前期の掘

立柱建物・溝および土壇、豊 臣後期の石垣、徳川期の土塘など、古代以降、各 時期の遺構を検出した。

このうち、注 目される成果として豊臣期の知見をまとめる。

まず、豊臣前期には東側から土砂を投入して生活面が造成され、調査区の東半以東が建物域、以西

が有機物の集積する湿った環境にあったことが推測された。

豊臣後期には調査区の西部に西面する南北方向の石垣125が構築され、東側にこれに区画される敷
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地があった可能性が高くなった。石垣の内側は削平され、遺構を確認できなかったが、ここに大名屋

敷などの重要な施設があった可能性もある。また、石 垣125の方向は、西側の現在の南北道路と平行

しており、豊 臣後期の地割が現在にまで踏襲されている可能性がある。また、石垣は豊臣前期の南北

溝(SD208)の直上に構築されていることから、 この地割が豊臣前期まで遡る可能性もある。森の宮遺

跡周辺の豊臣期大坂城の状況は不明な点が多く、今 回の調査の知見は、今 後の調査によっても検討し

ていく必要がある。

引用・参考文献

大阪文化財研究所2013、『森の宮遺跡発掘調査報告書』Ⅲ

趙哲済2013、「上町台地とその周辺における弥生時代以降の古地理と古環境の変遷」『大阪上町台地から都市

を考える』大阪文化財研究所・大阪歴史博物館、III￥).8-11
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SD601検出状況および

北壁地層断面

(南東から)

石垣125全景

(南西から)

第1層上面遺構検出状況

(西から)

・11ナ111



難波宮跡・大坂城跡発掘調査(NW13-4)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区内久宝寺町2丁目36-11

112rrf

平成25年6月3日～6月7日

公益財団法人大阪市博物館協会 太阪文化財研究所

次長 南秀雄



1)調査に至る経緯と経過

調査地は、(独)国立病院機構大阪医療センターの西の街区で久宝寺通の北になる。飛 鳥時代(前期

難波宮)と奈良時代(後期難波宮)の2時期の宮殿である難波宮跡の西になり、推 定されている宮域と

京域の間に当る場所である。また、豊 臣氏大坂城期にはどのような屋敷が置かれたのか手がかりがな

いが、徳川期には御蔵奉行などの武家屋敷となっており、久宝寺通沿いには町屋が表現されている絵

図が多い。

平成24年の大阪医療センター敷地の西南部で行ったNW12-4次調査では、前期難波宮期の建物5

棟と東西の塀が検出され大きな発見となった[京嶋覚・谷崎仁美2013]。うち建物3棟 は、塀 に囲まれ

近接しており、 配置が前期難波宮の東方官衝上類似することから、何 らかの官衡と推測されている。

重要なのは、 これらの建物が前期難波宮の推定宮域の西限ラインよりさらに約100m外に位置する点

である。これにより、新 たな可能性と課題が出てきた。ひとつは、前期難波宮では宮の外や、宮 と京

との間などにも官衡を配置する構成を採っていた可能性である。また、そ うではなく、従 来考えられ

ていた西限ラインより宮域が広い可能性もある。

大阪医療センターの西南部は、敷 地西の南北道と南の久宝寺通を越え、銅座公園などへ繋がる高台

をなしており、新 たに発見された建物群の配置と地形がよく合致している。今 回の調査地点は同じ高

台にあり、地形から、大 阪医療センター敷地の建物群がここまで広がっている可能性があった。調査

区敷地の北と西は急に低くなり、南 も低 くなるが、南 は久宝寺通を通すために近世以降にカットされ

たと推測される。

大阪市教育委員会による試掘では、地 山が高く残 っていることが確認され、上記の課題を解決する

GN -44,200

1・23.0

1  111                            近畿地方医務局

; ー      ・  ゜  内       二

146;40,

1 : 5,000 1 : 800

X-146,420

-146,440

-146,460

30m

図1 調査地位置図 図 2 調査 区位 置 図
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表土

SKO8・10な ど
SKOI・05

な ど

第1層

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

資料を得るため本調査を行うことになった。調査したところ、

既存建物の太きな基礎があったが、地山の残りは試掘通り良好

であった。

基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、 本報告で

用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高は

T.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現地表の標高はTP+18.0～18.2mである。第 1層より上はすべて明治時代以降の盛土や、同様の時

期の遺構埋土であるため層名は付していない。SK10東壁の観察によって第1層を記す。

第1層 :上から、斜 交ラミナの明瞭な淡黄色(2.5Y8/4)中粒～粗粒砂層、明褐色(7.5YR5/8)シル

ト質中粒～粗粒砂層、灰 白色(2.5Y8/1)極粗粒砂層からなる。後の2層には甲殻類の巣穴の生痕化石

がある。層厚は150cm以上である。いわゆる地山で、上面の標高は残りの良いところでTP+l7.7mで

あった。調査区内の地山の上面はほぼ平らである。

ii )遺構と遺物(図5～7)

江戸時代まで遡る遺構にSK01～05・09・15があり、SA20も該当する可能性がある。逆に確実に明

治時代以降の遺構には、SK06～08・10～14がある。SK16・17とピットは時期が不分明である。以下、

江戸時代のものを中心に記述する。

SK01は長さ1.3m以上、幅0.90rn,深さ0.45m以上のゴミ穴である(図6)。埋 土は灰黄色シルト質

北壁

SKO9

第1層

SKO8

E

TP-H80n

+170m

+160m

深掘り部:SK10東壁 深掘り部:試掘塀東壁

TP+18 0m

N

16.0m

東壁北半

H-H80m

+17.om

十160m

5m

1:80

図 4 地層 断 面 図
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粗粒砂層などで、図7の1～8の遺物が出土した。1 2は土師器皿、3・4は同焙烙、5は肥前陶器

の刷毛目碗、6・7は染付の肥前磁器碗、8は染付の同皿である。17世紀末～18世紀初めと推定される。

その南のSKO5も、位置や形状からゴミ穴と推測される。調査区外へ広がり、幅は0.95rn,深 さは0.3m

以上である。土師器皿9・10と、肥前陶器碗11が出土した。SKOIと図示した遺物に時期差はないが、

やや新しい17世紀末～18世紀前半と推定される。

SKO3も形状から類似のゴミ穴の可能性があり、削平を受け、深 さ0.2mほどが残っている。SKO2は

それより大型の土塘で、調査区外に広がる。出土遺物からSK03は17世紀末～18世紀初め頃、SKO2は

-44,162 一44,158 Y-44,154

SKO9

SK16

SKO7

SKIO

SK171

0
SP31

()
SP32

SK15

SP30 o  SP29

SK14              SP28
SKO6

SK12

SP27
0

SK13

SKI 1

SP24

SA20

SP25
SP23

SKO5

X-146,428

-146,430

-146.434

一146,438

5m

1 : 100

図5 遺構平而図
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TP+l80m

SKO1

W              E

1 :暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質粗粒砂

2:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質粗粒砂

3:黄褐色(10YR5/6)シルト質極細粒砂

4:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質粗粒砂

SKO4

-H7.0m

1 :暗褐色(10YR3/3)粗粒砂質シルト

2:明黄褐色(10YR6/8)シルト質極粗粒砂

3:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質極粗粒砂

4:灰黄褐色(10YR4/2)粗粒砂質シルト

2m

1:40

図6 SKOI・04遺構断面図

19世紀前葉～中葉と推定される。

また、尭 を据えていたと推定されるSK04がある。長 さ1.8m以上、幅 0.65m,深さ0.40mの平面が

細長い長方形の穴に、 3個 の亮の抜 き跡 と推定される痕跡が観察された(図6)。時期は19世紀前葉～

中葉である。SKOI～05は、久 宝寺通に面した町屋のものである可能性がある。

SA20はSP22～24・29の4個のピットか らなり、長 さ6.65m以上ある。N 4゜Eの方向は、SKO1 -

04や現在の町並と合 っている。ピ ットの深さは0.21～0.47mであるが、底 の高さはTP+17.1～17.2m

に揃う。SP22の遺物から18世紀末～19世紀の江戸時代におさまる可能性がある。

明治時代の遺構 としては調査区北部にSK08・10がある。SKO8は南北 3m以上、 東西2.5m以上、

深さ0.3～0.4mである。深さ約0.2mの溝が巡っており、底は凸凹がある。明治20～30年代と推定される。

SK10は東西4.3m以上、南北1,8m以上の平面四角形 と推測され、深さは1.8mである。底 に薄い水

日 = ノ 9

驚工Ea＿ユ , /10

0           10          20cm

1:4 1:3(12のみ)

図7 出土遺物実測図

SKOI( 1～8)、SK05(9～11)、SKIO(12)
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成層があり、その上は埋められている。明治10年代頃までの遺構で、図7の12の肥前磁器盃が出土し

た。12は、染付と金泥で北斗七星を配した軍配を描き、その中に「雛ケ嶽」という金文字がある。「雛ケ嶽」

とは福井県にある日野山の別称で、そこに由来すると考えられる。日野山は越前富士と呼ばれ、白山

などとともに越前五山に数えられる名山である。

今回の調査では難波宮跡に関係する遺構は検出されておらず、最後にこの点にふれたい。17世紀末

～18世紀初めのゴミ穴であるSKOIが深さ0.45m残存していたことと、通 常、 この規模のゴミ穴が深

くて1m前後であることから、18世紀初頭以降の調査地の削平は50cm未満と推測される。この程度の

削平なら難波宮跡の柱穴があれば残る。

今回の調査結果で言えることは二つの可能性である。ア)元来、難波宮の建物は無かった。イ)難波

宮跡の建物はあったが、18世紀初頭より古い時期の削平を受けて無くなってしまった。

ア)の場合を考えると、 大阪医療センター西南角の前期難波宮柱穴を検 出した地山標高が

TP+l9.4mで、本調査地点と約1.7mの標高差がある[大阪文化財研究所2013]。また、大阪医療センター

検出の東西塀を西に延長すると、調査区は塀の北になる。医療センター敷地では主要な建物が塀の南

に展開しており、地形との対比から中心は南の銅座公園の方と推定される。今 回の調査地点はこの区

画の外になる。地形と建物配置や、現況での約1.7mの標高差から、建 物はなかった可能性もある。

一方でイ)の場合、柱 穴が削平されたのは、豊臣期の城下町建設や徳川初期の城下町復興の時期が

考えられる。

3)まとめ

以上のように、今 回の調査のみでは上記のア)、イ)について結論は出ない。調査地点は難波宮の構

造を考える上で非常に重要な地点に当っており、大阪医療センターの前期難波宮の建物群の広がりは、

銅座公園内の調査でわかると思われる。

参考文献

大阪文化財研究所2013、『難波宮址の研究 第十九j

京嶋覚・谷崎仁美2013、「速報難波宮西方に新たな役所跡を発見1」:『葦火』162号
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調査区から

北西を望む

調査区全景

(南から)

調査 区北 3分 の1

(西から)



大坂城下町跡発掘調査(OJ13-2)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区平野町1丁目20-3

21 rrf

平成25年4月22日～25日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、大庭重信



1)調査に至る経緯と経 過

調査地は大坂城下町跡北東端に位置し、北 側を平野町通と面し、東 側約100mには東横堀川が流れ

る(図1)。周辺では多くの調査が行われており、城 下町の下層からは古代から中世にかけての遺構・

遺物が確認されている地域である。特に、調査地北側の道修町通付近には、大 川沿いの州と南側の浜

堤に挟まれた細長い入江が古代から中世にかけて存在したことが復元されており[大阪市文化財協会

2004]、周辺の遺構・遺物の分布状況からも古代難波津や中世渡辺津の有力な候補地とみられている。

当該地で大阪市教育委員会が実施した試掘調査の結果、現地表下2.8m以下に近世初頭以前の遺物包

含層および遺構面が確認されたことから、調査を実施することになった。本体工事の土留めおよび杭

打ち、調査対象となる地層上面までの掘削を事業主側が行った後、4月22日から調査に着手した。調

査区は工事域南半の南北約3 m,東西約6mの範囲であり、その後、検 出した遺構の範囲・規模の確

認のため北側に南北2.5m,東西1.Omの拡張区を設定した(図2)。調査期間中、確認した遺構・遺物・

地層の記録を行い、 4月25日に全ての作業を完了した。

本文で使用する方位のうち、図1・2・5は現場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準とした。標高は、T.P.値(東京湾平均海面値)を用い、

TP+○mと表記する。

2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表面の標高はTP+4.7m前後である。現地表面から下約2.6mまでの地層は調査の事前

名                 。           口    6〕 1
iQ IL＿L

OS86-201目

29

0  1OJ12弓

銀行 ト

ー  甘
,ア   OJOg=

0                 200m

1 : 5.000

図1 調査地位置図

拡張区拡張区

調査区

1 : 600

145500
一

」

図2 調査区位置図
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①調査区北壁

明黄褐色(2.5Y6/6)細粒砂(第1層)

暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂(第2層)

明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂と

黄褐色(10YR5/6)細粒～中粒砂(第3層)

:黄褐色(10YR5/6)細礫混り細粒～中粒砂(第3層)

:褐色(10YR4/6)中粒砂～中礫(第3層)

TP+20m

1 :明黄褐色(2.5Y6/6)細粒砂(第1層)

2:暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂(第2層)

3:明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂と

黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルトの互層(第2層)

②調査区西壁

TP+20m

十10m

③拡張区東壁
N

TP+20m

1 :黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂(第1層)

2:暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂(第2層)

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂と

暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルトの互層(第2層)

4:褐色(10YR4/4)細粒砂(第3層)

5:褐色(10YR4/4)中粒砂～細礫(第3層〉

1 :浅黄色(2.5Y7/4)細粒砂(第1層)

2:褐色(10YR4/4)シルト質細粒～中粒砂(第2層)

3:明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂と

黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルトの互層(第2層〉
4:黄褐色(10YR5/6)細粒砂

2m

1:50

図3 地層断面図

に除去されており、以下のTP+2.1～0.6mまでの地層を第1～3層に区分した(図3 ・4)。

第1層 :明黄褐色ないしは浅黄色細粒砂からなる盛土層で、下位層上面のSXOIを埋めていた。層

厚は最大で20cm確認した。遺物は土師器皿の小片が出土した。豊臣期の盛土の可能性がある。

第2層 :調査区酉北部に分布するSXOIを埋積する沼沢地性層で、葉理が見られる有機質な黒褐色

細粒砂質シルトと明黄褐色細粒～中粒砂の互層を主体とし、上 部に有機質な暗褐色シルト質細粒砂が

堆積していた。層厚は最大で50cmあった。第 2層の上部はSXOIの外側にも分布し、土壌生成が見ら

れた。古代から中世にかけての土器・土製品・瓦が多く出土し、中世に堆積したと判断される。

第3層 :黄褐色ないしは褐色の細粒砂～中礫からなる河成層で、層厚は120cmまで確認した。調査

区北壁断面では、西から東に傾斜していた。本 層からは遺物は出土し

なかったが、第 2層中に古代の遺物が含まれることから、古 代以前に

堆積したものであろう。
SKO2・O3

ii )遺構と遺物
3

第3層上面で、SKO2 - 03、SXOIを検出した(図5)。

SKO2は直径0.2mの円形土壇で、攪乱の底で確認したため深さは5図 4 層序 と遺 構 の関係
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-45,0171 -45,015 1
Y-45,0131

X-145,493

-145,495

一145,497

一145,499

1:50

図5 第3層上面平面図

cm程度しか残っていなかった。平瓦の破片が出土した。SKO3は南北約0.8mの円形土城で、深 さ0.4m

あった。ともに第2層が埋めており、土師器・須恵器の細片が出土した。

SXO1は調査区の西北部に分布し、基 底に人為的な加工痕が認められないことから、 自然の落込み

と判断した。調査区北側にトレンチを入れて範囲確認を行ったところ、少 なくとも調査区より2.5m北

側まで連続する大型の落込みであることが判明した。有機質に富む沼沢地性の第2層で埋まっており、

中世の土器・土製品・瓦が多く出土し、古代に遡る遺物も含まれていた。代表的なものを図6に示した。

1は土師器杯Aで、内面にラセン状暗文と1段の放射状暗文を施す。2は大型の須恵器蓋で、口縁

部を下方に折り曲げている。天井部付近に回転ナデが施されており、つ まみが付いていた可能性があ

る。1は8世紀前半～中葉、2も同時期のものであろう。4は高台をもつ土師器皿で、平安時代のも

のであろう。3は土師器皿、 5は土師器羽釜、 6・7は瓦質土器羽釜一、8は同尭、9は同捕鉢で、15

世紀後半～16世紀前半にかけてのものであろう。10は左巻き三巴文軒丸瓦で、珠 文が密に配されてい

る。瓦当部分には范の木目痕とみられる条線が多数認められる。11～17は棒状土錘で、長さ6.6～?.7cm1
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O

図6 SXOI(第2層)出土遺物実測図

20cm

厚さ0.4cm前後、孔 径0.6～0.7cmある。重量は16～30gである。いずれも焼きの良い土師質である。上

町台地周辺で出土する6・ 7世紀の棒状土錘と共通するが、出土状況からは時期が特定できない。

3)まとめ

今回の調査結果、 自然の落込みであるSXO1から古代から中世にかけての遺物が出土し、 これまで

の調査知見同様、付 近でこの時期の人間活動が活発であったことが判明した。多数の棒状土錘の出土

も、 この間に活発な漁扮活動が行われていたことを物語る。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2004、『大坂城下町跡』Ⅱ
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第2層上面検出状況

(南西から)

第3層上面検出状況

(南西から)

北壁地層断面

(南西から)



大坂城跡発掘調査(OS13-2)報告書

51



調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区安堂寺町2丁 目1・2-2

40市

平成25年4月9日～4月10日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、黒 田慶一
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣氏大坂城の惣構南西部に位置し、周辺の調査で多くの知見を得ている(図1)。北方

360mのOS02-8次調査[大阪市文化財協会2003]では、豊臣期の瓦焼成用の達磨窯9基が検出され、

西方40mのOS06-1次調査[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]や、北西方190mのOSII-

18・19次調査[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2013]、北北西方320mのOS07-10次調査[大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会2009]では、粘土採りの址が見つかり、瓦材料の粘土採取が行われ

た地域と考えられている。

当該地で大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、地下約1.2m以下で古代から中世の土器片

が出土したことから、本調査を実施することとなった。工事側が土留め工事を行い、敷地中央の南北

10mx東西4mの調査区を地下1.2mまで機械掘削するのを待って、平成25年4月9日、調査に着手

した(図2)。人力と機械を併用しながら掘削し、遺構の平面図・断面図等を作成、写真撮影して記録

保存を行った。翌4月10日に全ての作業を終えて撤収した。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を、1/2500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP +

○mと記 した。

2)調査の結果

Sl 2苺1                    {j

46,,3Qq

1     -146,730
j       

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第0層        1)層序(図3・4)
第 0層 :層厚120cmの現 代盛 土層で あ る。

第1層 象ゝ、一レz3

全ての遺.  第1層:黄褐色(10YR5/8)粘土質粗粒砂の地山(上町層)である。

図3 地層と遺構の関係図   11)遺構と遺物
第1層上面遺構(図4～6)

SEO3  直径1.4m,深さ1.2m以上の素掘りの井戸で、上面から0.4mの深さで掘形は狭くな り、周

囲は幅0.1～0.2mのテラスを成している。テラス上に落下防止の井筒をのせた可能性がある。黒褐色

(2.5Y3/2)シルト質粘土などを埋土とする。17世紀後半の陶磁器・土器などが出土した。

SEO5  直径1.6rn,深さLlm以上の素掘りの井戸で、オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粘土質シルトで埋ま

る。肥前陶器皿4・碗7、同磁器碗5・6、瓦質土器羽釜8、土 師器羽釜9・焙烙10、備前焼捕鉢11・

灯明受皿12、丹波焼捕鉢13、三巴文軒丸瓦14・15、軒平瓦16などが出土した。10は難波洋三編年[難

波1992]のB類に当る。17世紀中～後葉の埋没と考えられる。

SEO7  直径1.5mの掘形に、井戸瓦を用いた直径0.7mの井戸側を入れている。深 さは0.7m以上で、

裏込めの埋土は灰オリーブ色(5Y4/2)粗粒砂質シルト、廃 棄時の埋土は暗灰黄色(2.5Y 4/2)粗粒砂質

シルトである。19世紀前半に築造され、同後半に廃棄された。

SKOI  南北1.8rn,東西0.9m以上、深さ0.4rnの方形土塘で、炭を含む暗赤灰色(10R4/1)粗粒砂を

埋土とする。18世紀後半の遺物を含む。

SKO2  南北1.7m以上、東 西1.9rn,深さ0.2mの不定形の土壇で、 にぶい黄色(2.5Y6/4)粘土質粗

粒砂などを埋土とする。底部に長さ15～20cm,幅2～ 3 cmの不整楕円形を呈する土採り工具痕跡が

あることから、粘土採りの址と見られる。17世紀前半の肥前陶器皿などが出土した。

SKO4  SK09埋没後に掘られた、長 さ1.9m以上、幅0.5m,深さ0.3mの細長い土塘で、17世紀後半

の遺物を含む。

SKO6  南北4.7m以上、東 西1.7m以上、深さ0.4mで、暗灰黄色(2.5Y 4/2)粘土質粗粒砂を埋土と

する。形象埴輪1のほか、17世紀前半までの遺物を含む。1は盾形埴輪の可能性がある。

SKO8  南北3.8rn1東西2.5m以上、深さ0.3mの土塘底に、長さl.Orn,幅0.4rn,深さ0.4mの土塘を掘っ

ている。埋土は焼土を含む暗褐色(10YR3/4)粗粒砂質シルトなどで、18世紀前半の遺物を含む。

SKO9  南北2.2m以上、東 西2.1m以上、深 さ0.2 ～0.5mの不定形土塘で、にぶい黄褐色(10YR5/3)

中粒砂質シルトを埋土とする。底面に土採り工具痕がある(図版↓下写真)。円筒埴輪2のほか17世紀

前半までの遺物が見つかった。2はタテハケを施し、黒斑は無く、 タガは低い。

SK10  南北2.5m以上、東西0.7m以上、深さ0.2mの土壇で、にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂質シ

ルトを埋土とする。

SK1 1  南北1.5m,東西0.5rn,深さO.lmの不整長方形の土塘で、暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)粗粒

砂質シルトを埋土とする。中国産青花小杯3が見つかった。

SK12  南北1.Om,東西0.7mの平面が長方形の土塘だが、西壁は60度程度の勾配をもたせ、東 壁は

鉛直に深さ0.6mまで掘り、片 薬研を呈する。西壁・東壁・底面に厚さ4～5 cmのほぼ等間隔に配し
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SEO3

SKO4

SK12

(SKO9)

SKO9

SEO5

SKO8

SKO6

SKOI

SKII

SK16

SKIO

SKO2
(SKO6)

2m

1:60

図4 遺構平面図と東壁地層断面図
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SEO3 TP+14.0m

SKO2

1:オリーブ褐色(25Y4/3)粗粒砂質シルト

2:にぶい黄色(25Y6/4)粘土質粗粒砂

TP-H3.5m

+130m

1
2

3

4

5

6

7

8

9

0

ユ

2

:黒褐色(2.5Y3/1)粗粒砂質シルト

黒褐色(2.5Y3/2)シルト質粗粒砂

:黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト

N

SEO5

TP-H35m

-H3.0m

1゜オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粘土質シルト

SEO7

TP-H35m

十130m

1:黒褐色(2 5Y3/2)シルト質粗粒砂

2.にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質シルト

3:黒褐色(10YR3/2)粗粒砂質シルト

4゛にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂質シルト

5:黒色(2.5Y2/1)炭

6:浅黄色(2.5Y7/4)粘土質粗粒砂

7:黒褐色(25Y3/2)粗粒砂質シルト

8:暗灰黄色(25Y4/2)粗粒砂質シルト
9:灰オリーブ色(5Y 4/2)粗粒砂質シルト

SKO8

TP-H3.5m

十1 3.0m

1.焼土を含む暗褐色(10YR3/4)粗粒砂質シルト

2 明゚黄褐色(10YR6/8)粘土質粗粒砂

SKO9

TP+135m

十130m

1:にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂質シルト

2"黄橙色(10YR8/6)粘土質シルト

SKI 1

E        W

-,〔=ΣE- TP+135m

+1a.om

暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)粗粒砂質シルト

SK12

TP+13.5m

十1 3.0m

1 暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)粘土質粗粒砂

2:にぶい黄橙色(10YR7/4)シルト質粗粒砂

図5 遺構断面図

SP13

E  1 W

--一-ミピ舛一一一- TP-H35m

十13 0m

地山偽礫明黄褐色(10YR6/8)粘土質粗粒砂
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図6 出土遺物実測図

SKO6( 1 )、SKO9( 2 )、SK11(3)、SEO5(4～16)

20cm
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た木材痕跡がある(図版2中央写真)ことから、長 軸に直角に、台形の板材を7枚立てていたものと見

られる。暗 オリーブ褐色(2.5Y3/3)粘土質粗粒砂などを埋土とする。関西系陶器片が出土し、19世紀

頃のものである。

SP13  直径0.20m,深さ0.05mの小穴で、明黄褐色(10YR6/8)粘土質粗粒砂(地山偽礫)を埋土と

する。

SK15  南北1.Om,東西1.3m以上、深 さ0.3mの楕円形を呈する土壇で、暗 オリーブ褐色(2.5Y3/3)

シルト質粗粒砂などを埋土とする。

SK16  SK06の埋没後に掘られた南北0.9m,東西1.5m以上、深さ0.2mの土壇で、黒褐色(10YR3/1)

シルトなどを埋土とする。

iii)考察

周辺のOS06-1次 ・OS11-18・19次・OS07-10次調査を鑑みる時、SK02・06・09・10・15は、

①平面が不定形であること、② 埋土に地山土を多く含 むこと、③17世紀前半までの遺物を含むこと、

④掘削深度が黄褐色粘土質粗粒砂層など、粘土質土で止まっていることなどから、同時期までの粘土

採りの址であると推測される。

また埴輪の出土はOSO6-1次調査などでも見 られることから、土採り後の整地土として周辺から

持って来られた客土に含まれていたと考えられる。

3)まとめ

17世紀前半までの土採り址 を検出するとともに、徳 川氏時代の各時期の遺構も検出した。豊臣期の

遺物も採集できたことから、周囲の調査の進展による当地の歴史の解明が、大 いに期待される。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「大坂城跡発掘調査(OS06-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2006)j、pp.97-104

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009、「大坂城跡発掘調査(0507-10)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2007)j、pp.l25-134

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所20工3、「大坂城跡発掘調査(○Sll-19)報告書」:『平成23年度大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 57-66

大阪市文化財協会2003、「OS02-8次調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-2001・2002年度一) pp.49-74

難波洋三1992、「徳川氏大坂城期の鉋烙」:『難波宮址の研究』第九、pp.373 - 400
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SKO9(北から)

SKO9底面の土採 り

工具による掘削痕跡

(東から)

調査区全景

(北から)

111:111111111 11  0 1 -1111::!111111111111.j,1.1 ' ,l -' :゙i i. :.II!1,1 ;!';



SK 12木組痕跡

(西から)

SKO8埋積状況

(南から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区船越町2丁目62・63

Ⅰ6爾

平成25年4月25日・26日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、絹川一徳

60 -



1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣氏大坂城の西側惣構の北部に位置する(図1)。谷町筋から調査地付近までの地形は西

に向かって緩やかに下降するが、ここからさらに西側の松屋町筋にかけては急激に下降しており、本

調査地が上町台地の西縁辺部にあることがわかる。周辺ではこれまでに小規模ながら多数の発掘調査

が行われてきた。調査地の東側約100mで行われたOS90-51次調査では豊臣～徳川期の遺構ととも

に奈良時代の遺構・遺物が確認されている[大阪市文化財協会2003]。南東側約160mのOS93-20次

と南側約70mのOSO6- 5次、南側約80mのOS91-16次調査では、豊臣～徳川期の遺構・遺物のほ

か、OS06-5次では古墳時代の溝、OS91-16次では古代の柱列が見つかっている[大阪市文化財協会

2003、大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]。

本発掘調査に先立ち、2013年2月25日に大阪市教育委員会が実施した試掘調査では、近世の遺物

包含層が認められた。そのため、豊臣～徳川期の大坂城に係わる遺構分布と遺物の包蔵状況を精査す

る必要が生じ、本格的な発掘調査を実施することとなった。

調査は4月25日から開始した。敷地の南側に南北2 m,東西8mの範囲で16留の調査区を設定し(図

2)、重機による現代盛土の掘削を行ったのち、それ以下は人力による掘下げと精査を行った。翌26

日にすべての記録作業と埋戻しを完了して撤収した。

なお、本報告の平面図に示す方位は、現場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図に合成

することにより得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高水準値はT.P.値(東京湾平均

海面値)を用いてTP+○mと表記した。

2)調査の結果

-44,550 Y-44,500

X-145,450

50           100m

図2 調査区の位
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南壁

第0層

第1層

-H3am

1:60
十120m

1)層序(図3)

[遺構埋土]

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)

中粒砂混り粘土質シルト(SKO3埋土)

2:にぶい黄褐色(2.5Y6/3)粗粒砂(SKO6埋土)

3:黄褐色(2.5Y5/3)

粘土混り中粒砂質シルト(SEO7埋土)

4:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂(SEO7埋土)

5:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂(SEO7埋土)

6:にぶい黄褐色(2.5Y6/4)粗粒砂(SEO7埋土〉

第0層
SKOI   SKC12・05・06  SドO3   SKO4

第1層

第2層 SEO7

遺構 と地 層 の 関 係 図

図 3 南 壁 地 層断 而 図

調査地は平坦地で、現況の高さはTP + 14.5m前後であった。調査区では、既 往の開発により徳川

期の整地土が大きく削平されていた。そのため、現 代の盛土を除くと以下の第1～2層の地層が確認

されたのみである(図3)。

第0層:現代盛土層である。瓦礫を多く含むシルト質中粒～粗粒砂である。層厚は70～120cmであっ

た。

第Ⅰ層 :灰黄色(2.5Y7/2)のシルト質粗粒砂で、黄色のシルト質細粒～中粒砂からなる地山の偽礫

を含む整地土である。調査区の西半で部分的に認められたのみで、東 側では削平されていた。層厚は

10～20cmであった。遺物は出土しなかったが、周辺調査地との対比から、本 層は豊臣氏大坂城の三ノ

丸造成に伴う整地土の可能性がある。

第2層 :調査区全体において認められた水成堆積層で本地域の地山層に相当し、中位段丘構成層で

ある。灰 白色(2.5Y7/1)の粗粒砂層で、層厚は50cm以上であった。遺物は認められなかった。

ii)遺構と遺物

徳川期の遺構(図4・5)

第Ⅰ層上面において、SK01～O6、SEO7の遺構を検出した。SKOIは方形の土塘で、東西0.95rn,

南北0.80m以上、深 さ0.45mであった。SK02・05-06は円形の土壇で、SK02は径0.80rn,深さ0.35rn,

SK05は径0.85rn,深さO.lOm以上、SK06の径は0.60m以上、深 さ0.l5m以上であった。SKO3は調査

区中央で検出した大型土塘で、東西1.50m,南北1.60m以上、深さ0.35mであった。SKO4は不整形

な土塘で東西1.l5rn,南北0.85m以上、深さ0.20mであった。いずれも埋土に炭・焼土とともに多量
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SKO1 SKO2

TP+130m

1:炭・焼土を多く含む黒褐色(2.5Y3/1)

中粒砂混り粘土質シルト

2:黒褐色(2.5Y3/2)

粘土混り中粒砂質シルト

1:細礫・炭を含む黄褐色(2.5Y5/4)

シルト質中粒砂

2:細礫・炭・わずかに焼上を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)

粘土混り中粒砂質シルト

SKO4

TP+13.○m

SKO3

TP+130m

SKO5

1:炭・焼土を多く含む黒褐色(2.5Y3/1)

中粒砂混り粘土質シルト

2:炭・焼土を含む黒褐色(2.5Y3/2)
粘土混り中粒砂質シルト

1:20

1m

1:炭・焼土を多く含 む暗灰黄色(2.5Y4/2)

中粒砂混り粘土質シルト

2:細礫・炭・焼土を含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)

粘土混り中粒砂質シルト

3:炭・焼土を多く含 む黄褐色(2.5Y5/4)

シルト質中粒砂

4:暗灰黄色(2.5Y4/2)

シルト質中粒砂～中粒砂質シルト

5:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質中粒砂

6:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂質シルト

7:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質中粒砂

8:炭・焼土を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)

粘土混り中粒砂質シルト(SKO5埋土)

図5 SKOI～05遺構断面図

の土師器・瓦 ・陶磁器などを含んでおり、大 半がごみ穴であったとみられる。また、調査区の中央で

SEO7を検出した。1辺1.25mの方形とみられ、砂 層の地山を掘削していることから、本来は井戸側

が設置されていたものとみられるが、廃 棄時に抜き取られている。いずれの遺構も出土遺物は17世紀

後半のものが主体である。

出土遺物(図6)

各遺構からは17世紀後半を中心とする以下の遺物が出土した。1は肥前磁器小杯である。体部外面

に草文を描き、高台は露胎である。2は肥前陶器碗で、外 面に銅緑釉を施し、高台は露胎である。3・

4は肥前磁器碗である。3は体部外面に山水文、口縁部と高台に圏線を巡らす。4は体部外面に文様

と1条の圏線、高台に2条の圏線を巡らす。5・6は中国製青花皿で、5の高台は碁笥底である。6

は口縁が端反りとなっており、内面に草花文を描く。高台は露胎である。7は肥前磁器皿である。内

面に2条の圏線と蝶文を描く。8は瀬戸美濃焼陶器水注である。一方に注口を付け、他方に縦方向の

把手を付ける。口縁部内側に蓋受を作る。高台は露胎である。9は土師器の焼塩壺で、外面に「天下

一堺ミなと藤左衛門」の刻印がある。1682年の「天下一」号の禁令以前に生産されたものである。10・
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1 15

出土遺物実測図
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11は土師器皿である。11の口縁端部には煤が付着する。12は肥前陶器皿である。平らな底部
から口縁

が短く立上がる。内外面と高台は薄く施釉され、内面に一対のサギ文を描く。13は肥前陶器
鉢である。

口縁端部は外側に折り曲げ肥厚させている。内面と外面口縁部側は施釉されるが、外面下半
と高台は

露胎である。14は難波氏分類E類の土師器焙烙である。15は肥前陶器捕鉢である。1・2・5
・6・8・

9・12～15はSK01、3はSK02、4はSE07、7はSK03、10・11はSKO4からそれぞれ出土
した。

3)まとめ

調査の結果、第1層上面遺構として17世紀後半の土壇・井戸を検出した。調査地は上町台地の
高所

に当る場所であるため、既往の開発行為によって近世以前の地層や遺構面が大きく削平さ
れていた。

周辺地の状況からみると、古代より連綿として土地利用が進んだ場所であったことがうかが
える。今

回検出した遺構はほとんどが土塘であり、建物跡などは検出されなかったため、豊臣～徳川
期にかけ

て存在した屋敷地割や街区との関係は不明である。周辺では豊臣～徳川期のみならず、古代
の遺構・

遺物も多数見つかっていることから、今後とも継続的に調査事例を積み重ねて資料の蓄積を
行い、調

査地一帯における土地開発の変遷過程を明らかにすることが重要である。

参考文献

大阪市文化財協会2003、『大坂城跡Ⅷ』

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「大坂城跡発掘調査(○SO6- 5)報告書」:『
大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2006)j

難波洋三1992、「徳川氏大坂城期の泡烙」:大阪市文化財協会編『難波宮址の研究』第九
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第1層上面遺構完掘状況

(東から)

SKO4遺構埋土断面

(南から)

南壁西半地層断面

(北東から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区森ノ宮中央1丁目407 - 2

16rrf

平成25年4月23日～4月27日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、黒田慶一
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地の東縁部を南北に走る玉造筋と、豊臣氏大坂城惣構の東辺をなす猫間川の間に位

置している。周辺には縄文時代中期から近世の複合遺跡である森の宮遺跡があり、既調査の件数は多

い(図1)。

大阪市教育委員会が平成25年1月21日に敷地内で試掘調査を行ったところ、現 地表下1.2m以下で

近世の遺物包含層と遺構面が確認されたため、発掘調査を実施することとなった。当調査区はOS12

-6次調査区[大阪文化財研究所2012]の西方12mの至近である(図2)。調査は4月23日に開始し、地

表下1.2mまで機械による掘削を行い、以後は人力により遺構の検出、掘下げ、記録などの作業を進め

た。 4月27日に資材を撤収し、現場での全ての作業を完了した。

なお、基準点は、MageⅡaI1社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づ

く座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、TP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3～5・7、写真1)

-42,740 -42,720 Y-42,

②

5.000       1:1

図1 調査地位置図 図2 調査 区位置図
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第0層

第1層
第2a層

調査地は上町台地東辺の平地に位置し、現 地表の標高はTP+3.6～

3.7mほどである。今 回の調査はTP+l.4mまで行い、一部TP+0.8m

までの地層を確認した。

第0層 :層厚15～30cmの暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質粗粒砂からな

第2d層

SDOI

る現代盛土層である。

第1層:最大層厚15cmの暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)粘土の近代の整

地層である。

第2層 :整地層で、 a・b・c・dの4層に細分される。いずれの

層も上面は南から北に傾斜している。第2a層は層厚10～20cmの黄褐
第12層

第13層       色(2.5Y5/4)粗粒砂層、第2b層は層厚5～10cmの暗灰黄色(2.5Y 4/2)

図3 地層と遺構の関係図  粗粒砂質シルト層、第2c層は最大層厚10cmの黄褐色(2.5Y5/4)シルト

質粗粒砂層で、第2d層は層厚5 cmの暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質粗粒砂層である。

第3層 :層厚5～15cmの暗赤褐色(5YR3/6)粗粒砂質粘土の整地層で、上面は南から北に傾斜して

第7層

第8層 /1 9ヨ

シ

ラ

いる。

第4層 :最大層厚10cmのオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルトの整地層で、上面は南から北に傾斜し、本

層上面から掘り込まれた土塘が見られる。

第5a層:最大層厚25cmのオリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質粗粒砂の盛土層で、上面は南から北に傾

斜し、本 層上面から掘り込まれた土城がある。

第5b層:最大層厚15cmの褐色(10YR4/4)シルト質粗粒砂の盛土層で漆喰片を含み、上面はやや南

から北に傾斜している。最下部に焼土の堆積が見られる。

第6a層:最大層厚40cmの焼土を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粗粒砂の盛土層で、南から

北へ土砂が投入されている。上面は平坦化され、SDOIや土塘が掘り込まれている。

第6b層:層厚10～60cmの灰色(10Y 4/1)粘土偽礫を含む粗粒砂の盛土層で、調査区南西部で拳大の

石や瓦が集積していた。この集石内から土師器杯1、埴 輪3や豊臣後期～徳川初期の丸・平瓦が出土

した。

第7層 :層厚20～30cmの灰色(10Y 4/1)粘土偽礫を含む粗粒砂の盛土層である。

第8層 : 層厚10～40cmの暗オリー ブ灰色

(5GY4/1)粘土質粗粒砂の盛土層である。

第9層 :層厚10～35cmの暗緑灰色(10GY 4/1)

粘土偽礫を含む中粒砂の盛土層である。盛土地

業の中途で、板 材が4枚水平に敷かれていた(写

真Ⅰ)。

写真1 第9層内の板材(北壁)

第10層:層厚30cmの灰色(5Y 4/1)粘土偽礫を

含む中粒砂の盛土層である。須 恵器杯Bの蓋2

が出土した。
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北 壁

TP+40m

第 4層

+3.0m

西 壁

TP+4am

第 1層

十10m

1        2mO

1:40

図4 北・西壁地層断面図
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1硯
第11層:層厚15～20cmの暗緑灰色(10GY 4/1)細粒砂の盛土層

刈真芭 である。

第12層:層厚10cmの暗緑灰色(7.5GY 4/1)シルト質細粒砂の盛

土層である。

第↓3層:層厚30cm以上の暗緑灰色(7.5GY 4/1)シルト質細粒砂

の盛土層である。

ii )遺構と遺物(図6 ・7)

徳川時代の遺構(第6a層上面遺構)

SDOI  幅2.0m以上、深さ1.3mの北で東に約40度振る溝であ

る。西肩はほぼ垂直に掘り込 まれている。埋土は上部がにぶい黄

」5 イ。5い 、ゎエ」」   色(2.5Y6/4)粘土偽礫を含む粗粒砂で・下部は黄灰色(2.5Y 4/1)
粘土偽礫を含む細礫質粗粒砂、最下部が暗オリーブ灰色(5GY 4/1)

粘土偽礫を含む粗粒砂で、人為的に埋められている。古代の須恵器や製塩土器が見つかったが、混入

品である。

-42,733
-42,732\     -42,731\     st-421730\

SDOI

深掘りトレン

＿146,298

＿＿i 46,300

図6 遺構平面図
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10cm

図7 出土遺物実測図

第6b層(1・3)、第10層(2)
iii)各層出土遺物(図7)

第10層出土遺物

2は直径19.Ocmの須恵器杯Bの蓋で、 8世紀前葉のものである。

第6b層出土遺物

1は土師器杯で8世紀前半のもので、 3の円筒埴輪は斜め方向のハケ調整の後、 ヨコハケを施す。

5世紀前半のものである。2点とも混入品である。

iv)OS12-6次調査区の成果との比較

今回遺物が非常に少なかったことから、OS12-6次調査区の成果と比較して当地の開発を考えた

い。ただし、OS12-6次調査区との間にはSDO1という溝が存在することから、開発の様相を異にす

る可能性がある。

今回の第6a・6b層の地業はSDOIの施工と関係する徳川期のものであるが、第6a・6b層の盛土の結

果、地表面はTP+2.7～2.8mに達した。OS12- 6次調査区でも第3層とする徳川期の盛土層が、TP

+2.3～3.5mに存在する。その下層の第4層はTP+1.5～2.5mに堆積する作土層で、徳川初期までの

陶磁器を含む。その下層は古代～中世の遺物を含む盛土層で、TP +0.8mまでの地層が確認されている。

今回調査もTP + 0.8mまでの地層を確認した。第I1～13層は分級は良いが、盛土の可能性が高い。

今回の第7～10層の盛土層は層理面が傾斜したり凸凹をなすこと、堆積物の組成が似ていることから、

徳川期のある時点で行われたものと思われる。今 回TP+l.6mの深さから18世紀後半の肥前磁器が出

土したが、第10層に伴うかSDOIの埋土に伴うか、判然としなかった。しかし、OS12-6次調査の成

果からも、徳川期に下るものと思われる。第11層以下は古代以降の盛土層というに止めたい。

3)まとめ

徳川期以降の地層と遺構・遺物を検出することができた。当地は豊臣氏大坂城惣構の東端近くに当

る。一般に「惣構東堀=猫間川」、「当地の猫間川の流域= JR環状線」といわれることが多いが、猫間川

がそのまま東防禦施設になるとは考えられないから、なんらかの惣構東堀地業が行われたものと思わ

れる。OS12-6次調査区よりも西に位置する今回の調査地で、豊臣期の防禦施設を類推させるもの

は検出しなかった。

今後の周辺の発掘調査に期待したい。
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大阪文化財研究所2012、『中央区森ノ宮中央一丁目における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査(
0512-6)報告書』
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北壁地層断面とSDOI

(南から)

第6b層内の集石

(北東から)

調査区全景

(東から)
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調査担当者

大阪市中央区安堂寺町2丁目29

約40留

平成25年5月21日～5月23日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣氏大坂城惣構の西南部に当り、北 約350mの南大江小学校発見の達磨窯群など、造瓦

などの工業生産を担う地域ではないかと考えられている。地形でいえば上町台地の西斜面に近く、調

査区周辺は概ね南東から北西に向けて低くなっている。

これまでの発掘調査には、まず東隣敷地のOS06-1次調査がある(図1)。OS06-1次調査では地

山上面に土採り穴と推定される土壇数基と、それを埋めた厚い盛土があった。土壇と盛土は17世紀前

半である。調査者は、土壇が安堂寺通の南に広がる造瓦用の土採り穴と一連のもので、盛土は、徳 川

秀忠による伏見町人の当地への移住、大 坂城下町の復興整備と関連する可能性を指摘した[大阪市教

育員会・大阪市文化財協会2008]。また、北 西約100mのOSII-18次調査では豊臣後期の遺構が検出

されている。ほかに点々と埴輪が出土することから、近 くに破壊された古墳があったことも周辺地域

の特徴である。

事前の大阪市教育委員会の試掘では、当地点にも近世初頭の大規模な盛土等が存在することがわか

り、南北 Ôm・東西4mの範囲で本調査を行った(図2)。盛土上面の遺構を調査した後、西側を残し

て重機と人力で盛土を掘削したが、地山には届いていない。本 報告では、現場で記録した街区図を

1/2500大阪市デジタル地図に合成して得た世界測地系座標と座標北を使用した。標高はT.p.値(東京

湾平均海面値)でTP+○mと記した。

図1 調査地位置図

1 : 500

-146,700

20m

図2 調査区位置図



表 士

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現地表の標高はTP +12.5mである。17世紀中葉

以降の地層はすべて失われていた。

第1a層:SX110を境に第1b層と分けるが、層相は

図3 地層と遺構の関係図       よく似 る。黄褐色(2.5Y5/3)シルト～粘土の偽礫か

らなる盛土で、層厚60cm以上ある。土師器焙烙1・鍋2、肥前陶器碗3が出土した(図6)。17世紀前

葉の地層である。

第1b層:明黄褐色(2.5Y7 /6)極粗粒砂質シルト、橙 色(7.5YR6/8)シルト質砂礫、黄褐色(2.5Y5/4)

シルト・極細粒砂の偽礫など、さまざまな土が混じる盛土で、層厚は180cm以上ある。概ね南東から

北西へ積んでいる。出土遺物はないが、豊臣期～徳川初期の間のいずれかの時期である。

ii )遺構と遺物(図5～6)

a.第1b層上面

SX110は調査区北西にある落込みで、平面形は北壁・西壁断面とあわせた推定である。規模や広が

りはわからない。オリーブ褐色(2.5Y 4/6)などの極細粒～極粗粒砂の水成層が、70cm以上の厚さで堆

積していた。遺物は出土していない。性格などは不明だが、SXilOの存在により、第 1層の盛土の間

に休止面があったことがわかる。

b.第1a層上面

東 壁

TP+130m

S

、/
/       +120m

-HOOm

西壁北端 北 壁

(SK102)

1 : 100

地層断面図

5m

TP+13.○m

十120m

十l 1am

十1 00m
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SXIIO

5m

1 : 100

Kl 01

SK102

SK103

SKI 04

-------- -"

SK105

第1b層上面 第1a層上面

図5 遺構平面図

南北に並ぶようにSK101～105がある。全形がわかるSK102は長さl.45m,幅0.90rn,深さ0.85m

である。SKI 01は深さ0.20m, SK103は深さ0.30rn, SK104は深さ0.45rn1SK105は深さ0.75mである。

SK105は方形で、壁が直に落ちる。SK104はSK103を切り、埋 土に焼土を含む。 これらの大半はゴ

ミ穴であろう。浅い遺構は削平されたのか、調査区の中央から東には遺構がない。

SK101からは4～9、SK102からは10～16、SK105からは17～21が出土した。

4は土師器皿、5は肥前京焼風陶器碗、6・7は肥前磁器染付碗、8・9は軒平瓦である。10は土

師器焙烙、11は肥前京焼風陶器平碗、12～15は肥前磁器染付碗である。16は型作りの土師器小皿で、

内面に龍文がある。以上よりSK1 01・102は17世紀後半～末で、SK103・104も近い時期である。17

は土師器皿、18は黄色釉を掛けた陶器の小壺で、底は孔があいている。中国産の素三彩の可能性もある。

19は肥前磁器碗で、外面は染付、内面は口縁部の四方欅文が染付、他 は色絵である。20は肥前磁器染

付碗、21は同蓋である。SK105は18世紀中～後葉である。

3)まとめ

第1層の盛土は、地形の複雑な安堂寺通界隈の町場化には不可欠のものである。第1b層は豊臣前期
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0          10         20cm
1 1

1:4

図6 出土遺物実測図

第1a層(1-3)、SKIOI(4-9)、SK102(10-16)、SK105(17-21)

まで遡る可能性もない訳ではないが、第1a層との類似から豊臣後期以降と見たい。豊臣後期
の遺構が

存在するOS11-18次などの周辺の調査から、当地域の開発の契機となった盛土の時期は、
必ずしも

1620年頃の城下町の復興整備ではなく、豊臣期の可能性も残る。これについては今次と東
隣OS06-

1次調査の出土遺物では決め難く、今後の課題としたい。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「大坂城跡発掘調査(OSO6-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文
化財包蔵地

発掘調査報告書(2006)』、pp.97-104
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第1層堆積状況

(北西から)

SXIIO(南東から)

第1層上而

(北から)

11・1・J111

・1 11レ1
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区上汐1丁目2-5・2-6・2-10

40箱

平成25年4月23日～4月26日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、高橋工
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H調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地の脊梁部に立地する上本町遺跡の北部に位置し、古代においては難波宮の南に

接し、近世では豊臣氏大坂城の南端である惣構堀の南に当る。周辺のUHIO-1次調査[大阪文化財

研究所2o12a]、UH12-3および6・7次調査[大阪文化財研究所2012b・c1、UNO2-5次調査[大

阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2004]、TX97-1次調査[大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協

会1999]では、飛鳥・奈 良時代の遺構・遺物が出土しており、UH94-1次調査、UNO2-5次調査、

UH98-3・5次調査『大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2000a・b」では、豊臣期から徳川期にか

けての遺構・遺物が発見されている(図1)。調査地周辺は、古 代の難波京や近世の平野町など、都市

大阪の発展過程に係る遺構が残されており、特 に最近では難波京の形成を物語る遺構が発見されてい

ることから注目される地域である。本調査地もUH12-6次調査で検出された推定一坊を4分する坊

間路の南延長上に当り、道路側溝の発見が期待された。

当地においては、建 築工事に先立つ大阪市教育委員会による試掘調査によって、地表下0.6mで中世

以前の遺物包含層や遺構面が発見されたため本調査が行われることとなった。敷 地の南半に調査区を

設定し(図2)、第 3層までを重機を用いて掘削し、その後、地山(第4)層上面、遺構の検出、遺構の

掘下げは人力で行い、適 宜に実測図の作成や写真撮影によって記録を作成した。調査の途中で、上述

の道路側溝を探索するため、調査区北東に10rrfの拡張を行った。

また、基 準点はI￥/Iagellan社製ProMark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値 (東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

一44.160      -44,150      Y-44140 1

X-1 47 400

-147,410

20m
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第1層

第 2層

-丈、1伶L7ノゞ、辷三i〕第4層

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地内の現況地形は、ほぼ平坦でTP+21.5m前後であった。

第1層:現代の整地層で、層厚は30～100cmあり、北部では下位の地

層が破壊された分、厚 く堆積していた。

第2層 :近代の客土層で2層に分かれ、上部はにぶい黄褐色極細粒

砂、下部は暗褐色細粒砂からなる。層厚は第2層全体として30cmである。

上位層に削剥され、南半部にのみ遺存した。

第3層 :近世後半の客土層で、にぶい褐色シルト質細粒砂からなる。層厚は25cmで、南半部にのみ

遺存した。年代の知れる遺物はなかったが、後述するように下位層(第4層)上面遺構には19世紀以降

のものが含まれるので、本 層の年代はそれ以降、かつ近代以前ということになる。

図3 地層と遺 構の関係

＿＿44,160\
Y-44・i55\

SK12

SK9

SE15

SX7

SK6

SXIO

SK4
一147,420

SX3

SX14

SK1

X-i47,4j5

5m

1:80

図4 酉壁地層断面図および第4層上面遺構平面図
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第4層:明黄褐色細礫質シルト～細礫質細粒

砂からなる地山層で、上 方に細粒化していた。

ii )近世の遺構と遺物(図5)

第4層の上面で近世の遺構を検出し、本来、

第3層上面から掘 り込 まれ たもの も含 まれてい

るが、一括して以下に主要な遺構を報告する。

SE8  平面形が円形の井戸で、直径0.8rn,深

う(よ。.5. , 7ヨ,エ。,え,、イ. (.1 、.、ヶ じ工副
い。 にぶい黄褐色地山偽礫質砂で埋められてい

た。土師器・肥前磁器碗などが出土し、18世紀

後半の遺構である。

SX14  拡張区の東側で検出した不整形な落込

みで、東西2.2m以上、南北1.2m以上で、深さは

0.lmほどである。黄 褐色中粒砂で埋められてい

た。肥前磁器・瀬戸美濃焼などが出土し、18世

紀代の遺構とみられる。

SK13  SX14を切る遺構で、東西2.Orn,南北0.4m以上、深さは0.3mで、暗褐色細粒砂で埋められ

ていた。関西系陶器土瓶・土鍋、肥前磁器染付皿2・筒茶碗などが出土し、19世紀前半の遺構である。

SK1  調査区の南端で検出した平面形が方形の遺構で、東西1.Om以上、南北1.4m以上で、深さは

0.4mである。SX2に切られる。下半部はシルトや砂が自然堆積しており、水溜めであったものとみ

られた。上半は暗オリーブ褐色粗粒砂質粘土などで埋められてぃた。土師器・肥前磁器・関西系陶器

などが出土し、19世紀の遺構である。

SX2  調査区南端部で検出された深さO.lmほどの落込みで、オリーブ褐色細粒砂質シルトで埋め

られていた。肥前磁器碗1などが出土し、19世紀のものとみられた。また、古墳時代の土師器尭5が

出土したが、これは混人品である。

SK4  SX 2を切る遺構で、東西1.7m以上、南北1.7m,深さは0.6mであった。暗オリーブ褐色細

礫質砂で埋められており、炭や焼土、破損した陶磁器を含み、ゴミ穴であろう。肥前磁器・瀬戸美濃

焼陶器・関西系陶器・三田青磁・萩焼などが出土し、土師器皿4と瀬戸美濃焼磁器染付碗3を図示した。

19世紀でも幕末にかかる頃の遺構であろう。

SK6  東壁際で検出され、東西0.9m以上、南北1.1m以上、深さO.lmであった。地山偽礫で埋めら

れていた。関西系陶器が出土し、19世紀の遺構である。

SE15  東壁際で検出した平面形が円形の遺構で、井戸とみられる。遺物は出土せず、詳細な時期

は不明であるが、本遺構を切るSK12からは幕末頃の遺物が出土しており、 これよりは古いというこ

とになる。

図5 遺物実測図

SX2 (1・5)、SK13(2)、SK4(3・4)

20cm
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3)まとめ

・古代の道路側溝 は発見され なかった。

・近世後半の遺構 を発 見した。井 戸 ・ゴミ穴 とみ られ る遺構があ り、屋 敷地の中で も裏 庭的な空 間に

当るもの とみ られ る。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1999、「石原商店による建設工事に伴う確認調査(TX97-1U: 『
平成9年度

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.31-,3g

2000a,「友成公氏による建設工事に伴う発掘調査(UH98 - 3 )」: [平成10年

度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.57-0'1

2000b,「森口氏による建設工事に伴う発掘調査(UH98 - 5 )」: 『平成10年度

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.62-65

2004、「上本町遺跡発掘調査(UNO2-5)報告書」:『平成14年度大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.33-:3g

大阪文化財研究所2012a,『上本町遺跡』Ⅲ

2012b,『中央区上汐一丁目における建設工事に伴う上本町遺跡発掘調査(UH12-3)報告書』

2012C, 『中央 区上 汐一 丁 目1 - 6に お け る建 設 工事 に伴 う上 本 町遺 跡発 掘調 査 (UH1
2-6)報 告書』
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地層断面

(東壁南部)

第4層上面の遺構

(北から)

第4層上面の遺構

(拡張区:西から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区清水谷町15-9

約40箱

平成25年7月↓O日～7月12日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過(図1・2)

調査地は上町筋の東側、長堀通の南側に位置する。周辺では飛鳥時代の掘立柱建物が検出されてお

り、前期難波宮以前のものと、併行する時期のものが見つかっている。前期難波宮「朱雀門」から南西

へ約250mの位置にあり、宮殿南方域の土地利用を考える上で重要な場所である。さらに豊臣氏大坂

城の惣構最南部に位置し、清水谷町の南側の空清町・空堀町では惣構堀の跡が現在も窪んで残ってい

る。

調査区西方で行われたNW82-33・45次調査では、塀 と考えられる前期難波宮期の東西方向に並ぶ

柱列が長さ20mにわたって検出された[大阪市文化財協会2002]。また、東隣のOS96-22次調査では、

7世紀中頃に廃絶した掘立柱建物や溝が検出され、難波宮造営に伴って廃絶したと考えられている1大

阪市文化財協会1999」。このように調査地周辺は古代および近世において活発な土地開発が行われて

おり、各時代の遺構・遺物が見つかっている重要な地域である。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、現地表下約0.8m以下で徳川初期以前とみられる

遺物包含層および遺構面を検出した。今回の調査は、こうした遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況、

各時期における開発や土地利用の状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に実

施された。

発掘調査は7月↓O日より実施し、敷地の東側に南北 Ômx東西4mの調査区を設定した。重機によ

り遺跡上面である現地表下0.8mまで掘削し、1.2mまで人力によって掘り下げた。下層で検出された

清水谷高校

0                   200m

図1 調査地位置図

GN-43,840
-43,820 Y-43,800

X-146,820

NW82-33・45

SA504の廷長線

46,840

調査区

46,860

図2 調査区配置図
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第0層

第2a層

SP212

第3a層

第3b層

第3c層

近世の盛土の厚さを確認するため、大阪市教育委員会と協議の上、

調査区の南と北側に深掘り トレンチを設け、現地表下2.6mまで

掘削した。地 山層には到達しなかったものの、盛土の厚さは1.4

m以上に及ぶことが確認できた。7月12日にはすべての記録作業

を終え、調査を完了した。

また、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本 報告

で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高は

'l'.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

13 "層11構0関係1     1)層序

本調査の現地表は、北部はTP+l6.6m,南部はTP+l6.2mで南に下がる地形をしている。現地表下

2.6mまでの地層を観察し、現代盛土の下位を第1～3層に区分した(図3・4)。

第0層 :コンクリート、煉 瓦片の混じる現代盛土である。

第1層:灰黄褐色細礫混り細粒砂質シルト層で、層厚は36cmである。大谷焼の埋尭や銅版転写の瀬

戸美濃焼磁器碗などが出土した。近代の盛土である。

第2層 :第2a・2b層に細分できる近世の盛土である。第2a層は褐色中粒砂質シルト層で、層厚は22

cmである。上面で近世～近代の遺構が確認できる。第2b層はにぶい黄褐色細粒砂質シルト層で調査
区

の北部にのみ確認できた。層厚は15cmである。

第3層 :第3a・3b・3c層に細分できる盛土である。第3a層はにぶい黄橙～黄褐色極粗粒～中粒砂質

シルト層で、層厚は25cmである。第3b層は明黄橙色細粒砂質シルト層で、層厚は24cmである。第3c

層はにぶい黄褐色極細粒砂質シルト層で、細礫および地山に由来する最大径10cmの偽礫が混じる。深

掘り トレンチで確認した範囲で、本層の層厚は140cm以上に及ぶ。第3c層からは豊臣前期とみられる

丸瓦1・2などが出土している(図8)。このことから、第3c層は豊臣期の盛土と考えられる。この時

期の盛土としては、慶長3(1598)年大坂町中屋敷替があり、本 層はそれに伴う可能性も考えられる。

N

第0層 :yTP+l6am

2m

図 4 西 壁 地 層断 面 図

1:60
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ii )遺構 と遺物

a. 近世の遺構(第3a層上面、図 5 ・6)

第3a層の上面で土壇 ・小 穴を検出した。遺 物は

いずれも小破片であり、図 示しえなかった。

SK301は、調査区南端に位置する円形の土城で、

直径1.52rn, 深さ0.53mである。自然 に埋没した

とみられる。井 戸の可能性がある。瀬 戸美濃焼陶

器碗・肥 前磁器染付碗 ・巴文軒丸瓦のほか、須恵

器鉢の破片が出土した。遺 物の年代は、17世紀中

一43,834    Y-43,832\

X-14ら,860

-146,862

一146,864

葉とみられる。

一146,866

一146,868

SK302は、調査区の南西部に位置する不整形の

土壇で、東 西0.32m以上、南 北0.80m,深さO.lOm

である。出土遺物はない。

SK303は、調 査区東部にある土壇で直径0.85rn,

深さ0.45mである。埋 土は炭層を挟み、 人為的に

埋め戻されている。上 部はSK205によって壊され

ている。土 師器皿・備 前焼瓶類・平 瓦が出土して

おり、遺 物の年代は豊臣後期とみられる。

SK304は、調 査区の中央に位置する土壇で、複

数の小穴が重なり合 ったような状況であった。大       図5 第3層上面遺構平面図

きさは東西0.62m,南北0.64m,深さ0.29mである。丸 瓦と鉄釘が出土した。

SP305は、調査区中央西部にある小穴で、直径0.31rn,深さ0.30mである。柱 を抜いたとみられる

痕跡があった。土 師器の破片が出土している。

SP306は、調 査区中央部にある小穴で、直 径0.l8rn,深さ0.07mである。

SP307は調査区の中央東部に位置し、直径0.26m,深さ0.28mである。埋 土からは柱痕跡が確認で

1:100

SK303 SP305
SP307     TP+16.0m

+150m

:黄褐色極細粒砂質シルト炭混じる
:黒色炭層

:明黄褐色粗粒砂質シルト
:明黄褐色細粒砂質シルト(第3層)

:褐色極細粒砂混じる中粒砂質シルト
:褐色粗粒砂質シルト

:黄褐色中粒砂質シルト(第3層)

1:褐色細粒砂質シルト(柱痕跡)
2:にぶい黄褐色中粒砂質シルト
3:明黄褐色中粒砂質シルト(第3層)

2m

1:40

図6 遺構断面図
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きた。柱痕跡は直径0.08mである。

以上、第3a層上面で検出された遺構は、ほぼⅠ7世紀に属するといえよう。

b.近世の遺構(第2層上面、図 7)

第2層上面において、18～19世紀の井戸や土塘・柱穴を検出した。

SE201は、調査区南部に位置する井戸である。直径↓.09rn,深さ0.35mで、埋 め戻し
た層からは、

中国産青花碗・瀬戸美濃焼陶器鉢・肥前陶器蓋および鉢・肥前磁器染付碗のほか瓦の破
片などが出土

する。肥前磁器染付碗は素描きの文様を持ち、19世紀前半頃といえる。

SK202は、調査区南部に位置し、円形の土塘である。直径0.63m,深さ0.l2mである。肥前
磁器染付碗・

皿・紅猪口のほか、肥前陶器碗・土師器焙烙D類[難波洋三1992]が出土することから、1
8世紀前半頃

とみられる。

SK203は、調査区南部に位置する不整形の土壇で、東西0.57m以上、南 北1,26rn,深
さ0.23rn,第

1層で埋まっており、近代に埋められたとみられる。出土遺物は肥前磁器染付蓋のほか、
備前焼捕鉢・

丹波焼亮・瀬戸美濃焼陶器碗で、肥 前磁器染付蓋には富貴長春銘がある。遺物の年代は1
8世紀後半に

属する。

一146,860

一146,862

一146,864

一146,8662C

5m

1 : 100

図7 第2層上面遺構平面図

SK204は調査区南部に位置し、東西0.63rn,南

北0.70m, 深さ0.24mである。不 整形を呈する。

肥前磁器の破片のほか、土師器皿が出土する。Ⅰ7

世紀中葉以降といえる。

SK205は、 調査区東部に位置し、L字状を呈す

る。東酉1.l3rn,南北1.52mで、深さ0.35mである。

肥前磁器染付碗・皿のほか、土 師器皿・丹波焼鉢・

備前焼捕鉢・肥前陶器鉢などが出土する。肥 前磁

器染付碗はコンニャク印判で飾られる。遺 物の年

代は18世紀前半頃とみられる。

SK206は調査区西部に位置する方形の土塘で、

東西0.82rn, 南北1.l3rn,深さ0.3↓mである。丹

波焼壺と杢 ・瀬戸美濃焼陶器碗・堺捕鉢・関西系

陶器丸碗のほか、土師器焼炉・土人形・平瓦・丸瓦、

また須恵器壺の破片が出土している。瀬戸美濃焼

や堺捕鉢などから遺物の年代は19世紀前半と考え

られる。

SK207は調査区中央部に位置する方形の土壇で

東西0.40m, 南北0.33rn, 深さ0.l4mである。平

瓦が出土した。

SK208は調査区北部に位置する不整円形の土壇
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で直径0.54rn,深さ0.24mである。土塘内には丹波焼尭が埋められていた。肥前磁器のほか、飛 びカ

ンナ装飾のある関西系陶器土瓶蓋が出土する。19世紀の埋尭土塘であり、便 所として使用されていた

とみられる。

SK209は調査区北部に位置する。東西0.35rn,南北0.55rn,深さ0.08mで、備前焼片・肥前陶器片

などが出土した。

SP210は、調査区南部に位置し、直径0.20rn,深さ0.07mの小穴である。

SP21 1は、調査区南部に位置し、直径0.24rn,深さ0.04mの小穴である。土師器火入れ類が出土した。

SP210・211は東西1.9mの間隔で並んでおり、何 らかの建物跡の可能性もある。

SP212は、調査区中央西部に位置し、直径0.28m,深さ0.27mの小穴である。出土遺物はない。

第2層上面検出の遺構は、井 戸があり、奥 に便所遺構があることなどから近辺に建物があった可能

性も考えられるだろう。

c.第3c層出土の遺物

図示した遺物は丸瓦2点で、第3c層より出土した(図8)。丸瓦1は、釘 穴を持ち軒丸瓦の一部と思

われ、凹面はコビキAである。丸瓦2は凹面に布の刺し縫いの跡がある。遺物の年代はいずれも豊臣

前期と考えられる。

3)まとめ

今回の調査では、厚 さ1.4m以上に及ぶ豊臣期の盛土を検出した。深掘りトレンチを入れたが、底は

確認できなかったため、さらに厚いと考えられる。盛土の上には井戸や土城などが検出され、徳川期

以降、人が継続して生活をしていた様子が観察される。なお、豊 臣後期の生活面は削平されている可

能性がある。

また、少量ではあるが須恵器片の出土があり、中世以前の遺構がより下層に存在する可能性もある。

20cm

l

酌
=
 
 
 
[

図8 第3c層出土遺物
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第3層上面の遺構

(南から)

第2層上面の遺構

(南から)

西壁の地層断面

(南東から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者
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公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、岩本正二
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は四天王寺の南東に位置し、古墳～江戸時代の複合的な集落遺跡と考えられている上本町遺

跡に当る。周辺では西160mで行った調査(ST97-4次)で、中世の土塘や近世の土採り穴を確認して

いる[大阪市文化財協会igggb] (図1)。北200m近辺で行った調査(ST95 - 2 -96 - 1 -07 - 2次)では、

15～17世紀の井戸や14～16世紀の溝を発見している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1997・

2008、大阪市文化財協会1999a]。北東200mで行った調査(UHO9-4次)では、四天王寺東門付近か

ら延びる谷(四天王寺東門谷と呼称されている)を確認している[大阪文化財研究所2011]。東250mで

行った調査(NS89-22次)では、奈良時代の井戸や難波京の条坊推定線に合致する中世の溝が見つかっ

ている[松尾信裕1990,積山洋2010]。以上のように、周辺では古代～中世の遺構が多数確認されて

いる。

当該地において大阪市教育委員会による試掘調査が2013年2月8日に実施され、現地表下0.9mで

中世の遺物包含層が確認された。この結果を受け、建設工事に先立って発掘調査を行うことになった。

敷地内の西寄りに南北10mx東西4.5mの調査区を設定し、2013年4月8日から調査を開始した(図

2)。遺構や遺物の検出に努めながら人力で慎重に掘り下げ、平面図や断面図の作成、写真撮影など

の記録作業を行った。調査区は難波京の推定の線上に位置していたため確認の拡張調査を行い、この

後に埋め戻し、 4月12日に現地における作業を完了した。

本報告で用いた水準値はT.P.値(東京湾平均水面値)で、本文・図中ではTP+○mと表記した。また、

方位は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座

標に基づき、座標北を基準にした。

は[積山洋20101(こよる難波京条坊推定線ピー

図1 調査地位置図

200m

1:5.000

拡張区

調査区

XZ145).痔

X-149,410

図2 調査区配置図

- 97 -



〈時代・年代〉口 序〉

2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表の標高は西端でTP + 12.5m,東端でTP + 12.0mと東へ傾斜
していたが、埋 没地形

では前述の四天王寺東門谷の南斜面に位置する。現地表下2.8m(TP+8.5m)
までの地層を観察した。

その結果に基づいて本調査地の層序を組み立てた。以下に各層の岩相や特徴
を記し、地 層と遺構の関

係図を図3、東壁地層断面図を図4、層序表を表1に示す。図 3に示した第
4層上面遺構の新旧関係

については、遺構の切合い関係と埋土の

岩相を基にして判別した。

第0層は現代の盛土層および攪乱で、

層厚は50～90cmであった。

第1層は現代の盛土層で、暗褐色の中

粒～粗粒砂からなり、焼 土・炭 を含む。

大阪大空襲のものとみられる焼土を整理

した盛土層と考えられる。層厚は30cm以

下である。

第2層は現代の整地層および盛土層

で、第2a層と第2b層に区分した。第2a層

は淡黄色の粗粒～中粒砂からなり、層厚

10cm以下である。第2b層の上部は炭・シ

ルト偽礫を含む、にぶい黄褐色のわずか

にシルト質中粒～細粒砂からなり、下底

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

第0層

表1 層序表

十12 am

UHI3-1・2層序 1 岩 相 1土 色 1層厚(cm)1 遺 構 1 おもな遺物 1時代・年代

沖

積

層 上

鉦 部
波 層
累
層

第0層I現代の盛土ちよひ攪乱 1竃±11-1・・～・・1
現 代第1層 千焼土・炭を含む 暗褐色中粒～粗粒砂 (盛土】ト.5YR3/31 ≦30]

、23 ′
1 1

淡黄色粗粒～中粒砂 【整地) 2.5Y7/3 ≦10

1上部:炭・シルト偽礫を含む

 にぶい黄褐色わずかにシルト質中粒～細粒砂

(下底:黄褐色粗粒～中粒砂の薄層分布),ゆ エ ,
1 ・ヒ。..

中
位
段
丘
構
成
層

1 b
1下部:炭・シルト偽礫を含む k妃上』

にぶい黄褐色わずかにシルト質中粒～細粒砂

1UYK5/3

≦5■[二:;.18

筈ば゚"゚～"゚゚"L.
第3層

第4層

暗灰黄色わずかにシルト質中粒～粗粒砂 【作土1

細～中礫を含む

にぶい黄色わずかにシルト質中粒～細粒砂

(地山層)

2.5Y5/2 ≦15 近 世

2.5Y6/4 ! 更新世

一上面遺構 ↓下面遺構
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付近に黄褐色粗粒～中粒砂の薄層が分布す

る。下 部は炭・シルト偽礫を含む、 にぶい

黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂か

らなる。上 部と下部を合わせた層厚は30cm

以下である。下部の上面で小穴SP15を検出

した。

第3層は暗灰黄色のわずかにシルト質中

粒～粗粒砂からなる近世の畠の作土層で、

層厚は15cm以下である。上面で土WSK17・

18、下面で鋤溝群を検出した。

第4層は細～中礫混り、 にぶい黄色のわ

ずかにシルト質中粒～細粒砂からなる中位

段丘構成層である。本 地域の地山層で、層

厚は290cm以上である。上 面で土.WSKO1

～03・08・13・14、 井戸SEO9・16、小穴

SP04～07・10～12・19を検出した。

ii )遺構と遺物

本調査では第4層上面で中世と近世の遺

構、第3層下面およびその上面で近世の遺

構を検出した。出土遺物と合わせて以下に

述べる。第 3層および第4層遺構平面図を

図5、SKOI・08・SEO9断面図を図6、 出  ,

土遺物実測図を図7・8、 近世の遺構断而

図を図9に示す。

a)中世の遺構と遺物

土壇SKOI・08、井 戸SEO9を第4層上面

で検出した。

SKOIは調査区中央西寄りで確認したほぼ

円形の土塘で、直径0.6～0.7m,深さ0.2 ～0.3

mである。埋 土は炭や第4層の偽礫を含む

シルト質中粒～粗粒砂からなり、下 底付近

には第4層の偽礫を多く含 む加工時形成層

が認められた。埋 土からは15世紀前半頃の

土師器皿や古代の瓦などが出土した。

SKO8は調査区北部で確認した隅丸長方形 ア

Q
城

一

喫
〇

憾
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の土塘で、南北長1.9rn,東西長1.lrn,深さ0.2m,後述のSEO9を切っていた。埋土は細粒砂質シル

トの偽礫が目立つ、褐色の中粒～細粒砂からなる。遺物は認められなかった。

SEO9は上部が不整楕円形、下部がほぼ円形の平面形を呈する井戸で、検出した南北長2.7rn,東西

長2.0～2.4m,深さ2.9mである。埋土は上部が第4層の砂層を用いて西側から埋めたてており、下部
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がにぶい黄色の偽礫を主体としていた。 S     SKOI     ゛ TP+1 15m

1:炭を含む黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒～粗粒砂
2:黄褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質粗粒～中粒砂(加工時形成層〉
3:黄褐色(2.5Y5/6)わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)
4:黄褐色(2.5Y5/4)わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

TP+115m
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ミ=二ご≦==ン\

～～一-レ2 イー8  ～℃;=三 ビ了9

zづづ'る\ 1 5

0          10         20帥

1:4

[]墨の付着範囲

図7 出土遺物実測図(1)

SE09上部(8)、SE09下部(1～7・9～14)、鋤溝群(16)、第3層(15)

4層偽礫を含むオリーブ褐色のシルト質細粒砂からなる。SEO9を切っていた。

SK03は中央部の東壁で確認した土塘で、南北長1.25m,検出した東西長0.55rn1 深さ0.30rn,埋土

は第3層からなる。

SP04は中央西部で確認した隅丸方形の小穴で、南北長0.40m,東西長0.30m,深さ0.30mである
。

埋土は第4層の偽礫を含む、黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂からなる。

SP05は中央西部で確認した隅丸方形の小穴で、南北長0.45rn,東西長0,40mi 深さ0.20rn1 埋土は
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21

20cm

図8 出土遺物実測図(2)

SE09上部(21) SEO9下部(17～20)
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SKO2 TP+115m

+11.3m

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)わずかにシルト質(第4層偽礫)

2:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質細粒砂(機能時堆積層:第4層偽礫〉

3:灰黄褐色(10YR4/2) (加工時形成層:母材は第4層)

4:黄褐色(2.5Y5/4),にぶい黄色(2.5Y6/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

5:にぶい黄色(2.5Y6/4)わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

SKO3 E/  TP-H1 5m

-H13m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

わずかにシルト質中粒～粗粒砂(第3層)

2:明黄褐色(2.5Y6/6)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

3:にぶい黄色(2.5Y6/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

SPO4

N
SPO5      TP+1 1 5m

1:黄褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂

2:にぶい黄色(2.5Y6/4),オリーブ黄(5Y6/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

3:にぶい黄色(2.5Y6/4)わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

SPO6

N

TP-H15m

1:灰黄褐色(10YR4/2)

わずかにシルト質中粒～細粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

3:黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

1:灰黄褐色(10YR4/2) ,黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質中粒～細粒砂

2:にぶい黄色(2.5Y6/3, 2.5Y6/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

3:黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

SP11 TP+115m

十113m

1:黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質中粒～粗粒砂

2:浅黄色(5Y7/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層偽礫)

3:浅黄色(5Y7/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂(第4層)

SP12 TP-H15m

1:黄褐色(2.5Y5/3)

わずかにシルト質中粒～粗粒砂

2:浅黄色(5Y7/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂

50cm   (第4層)

1:20

図 9 近 世 の遺 構 断 面 図

第4層の偽礫を含む、黄褐色のわずかにシルト質巾粒～細粒砂からなり、SPO4と同質である。

SP06は中央東部で確認した隅丸方形の小穴で、南北長0.50rn,東西長0.40m,深さ0.20～0.30rn,

埋土は第4層の偽礫を含む、黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂からなり、 SPO4・05と同質で

ある。

SP07は中央部で確認した隅丸方形の小穴で、南北長0.40m,東西長0.l5mi 深さ0.l5rn,埋土は第

4層の偽礫を含む、灰黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂からなり、SPO4～06と同質である。

SP10は中央北部で確認した楕円形の小穴で、楕円形で、南北長0.30rn,東西長0.25rn,深 さ0.05rn,

埋土は第4層の偽礫を含む、黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂からな、SPO4～07と同質である。

SP11は北部東寄りで確認した隅丸長方形の小穴で、南北長0.25m,東西長0.30m,深さ0.l5m,埋

土は黄褐色のわずかにシルト質中粒～粗粒砂からなる。

SP12は中央東寄りで確認した隅丸長方形の小穴で、南北長0.20rn,東西長0.25rn,深さ0.20m,埋

土は黄褐色のわずかにシルト質中粒～粗粒砂からなり、SP1 1と同質である。

SK13は東壁で確認した土塘で、南北長0.50rn,検出した東西長0.20m,深さ0.25rn1 埋土はシルト

偽礫を含む、黄褐色の粗粒～中粒砂からなる。

SK14は東壁で確認した土塘で、南北長0.60rn,検出した東西長0.30m,深さ0.25rn,埋土は第4層
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の偽礫を含む、黄 褐色の中粒～粗粒砂からなる。

SE16は拡張区で確認 した井戸で、検出した南北長1.5m, 検出した東西長0.8rn1 深gO.5m以上、

埋土は第4層の偽礫を含む、にぶい黄褐色のわずかにシルト質粗粒～中粒砂からなる。

SK19は拡張区で確認した土壇で、隅丸長方形で、南 北長0.25m,東西長0.23rn,深 さ0.26 ～0.27m,

埋土は黄褐色のわずかにシルト質中粒～粗粒砂からなり、SPIIと同質である。

第3層下面遺構

鋤溝群は北部で確認した。南北方向で、幅は0.1～0.3rn,深さは0.lm以下であった。これを切って幅2.O

m1 深さ0.05mとやや幅広い鋤溝を確認した。ここから粘板岩製硯16が出土している。

第3層上面遺構

SK17は拡張区で確認したほぼ円形の土壇で、南北長0.9m,検出した東西長0.7rn, 深さ0.5～0.6m

である。埋 土は上部が第3層・第4層の偽礫を含む、黄褐色のわずかにシルト質中粒～細粒砂からなり、

下部が炭が目立つ暗灰黄色のシルト質中粒～細粒砂からなる。SK18を切る。

SK18は拡張区で確認 した土塘で、南北長0.73mi 東西長0.3rn, 深さ0.13～0.l7mである。埋 土は

上部が第3層 ・第 4層の偽礫を含む、黄 褐色のわずかにシル ト質中粒～細粒砂からなり、下 部が炭が

目立つ暗灰黄色のシルト質中粒～細粒砂からなる。SK17と同様であった。SK17に切られる。

第3層出土遺物

第3層からは肥前磁器端反椀や瀬戸・美濃焼磁器端反椀蓋15、丹 波焼徳利など19世紀前半の遺物が

出土している。蓋 15は外面に草文と蝙輻が描かれている。

c)その他の遺構

第2層下部上面で小穴SP15を検出した。SP15は東壁で確認した小穴で、南 北長0.25rn,検出した

東西長0.l5m,深さ0.50rn,埋土は第4層の偽礫を含む、黄 褐色のわずかにシル ト質中粒～粗粒砂か

らなる。

3)まとめ

本調査の結果、室 町時代～近世の遺構が確認された。室 町時代の遺構としては、井 戸と土塘を確認

した。井 戸は調査区の西北隅にあり、埋 土から瓦と土器が大量に出土した。この遺物の大部分は鎌倉

～室町時代のものであったが、奈 良～平安時代の土器や瓦なども出土しており、瓦 には摂津国分寺跡

で行ったSK96-9次 調査で出土 した均整唐草文軒平瓦と同 じ文様のもの も見つかっている。古 代か

ら中世にかけての遺構が近辺に存在する可能性は高いと考えられる。

引用・参 考文献

大阪市敦育委員会・大阪市文化財協会1997、「東野氏による建設工事に伴う発掘調査(ST95-2)略報」:『平成7年度

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l03-107

1998、「養父孝乃介氏の建設工事に伴う発掘調査(SK96 - g ) J : 『平成8年度

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.75-79
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2008、「四天王寺旧境内遺跡発掘調査(STO7- 2)報告書」:『平成19年度大阪

市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.69-74

大阪市文化財協会1999a,「四天王寺旧境内遺跡の調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-1996年度一』、pp
.81-
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1999b,「1997年度の調査と遺跡の概要」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-1997年度一』、p. 6

大阪文化財研究所2011、『上本町遺跡発掘調査報告Ⅱ』、pp. l -30
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積山洋2010,「複都制下の難波京」:平成18～21年度科学研究費補助金(基盤研究B)研究成果報告書『東アジア
におけ

る難波宮と古代難波の国際的性格に関する総合研究』、pp.79-96
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東壁地層断面

(北端部:西から)

第3層下面および

第4層上面検出状況

(北東から)

第4層上面検出状況

(北から)



SKOI検出状況

(東から)

SEO9検出状況

(北から)

第4層上面検出状況

(拡張区:北西から)
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調査 個 所 大阪市浪速区桜川2丁目6-3他

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 休

調査担当者

40rrf

平成25年5月Ⅰ5日～平成25年5月18日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、清水和明
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1)調査の経過

本調査地はなにわ筋と千日前通の交差点から南西へ約150mにあり、上町台地の西側である大阪低

地に立地する。東約↓kmには難波1丁目所在遺跡、南東約0.6kmには浪速元町遺跡があり、長柄砂州

上に営まれた平安～江戸時代の遺構・遺物が見つかっている。本調査地の周辺では、平成24年4月に

初めて本調査SL12- 1次調査が行われ、12世紀末～14世紀代の中世遺物と作土層、近世の遺物と作

土層などが見つかった。また、古代以前の出土遺物が含まれないため、縄文海進後に離水したのが古

代後半以降と考えられるとして、当地における地理的な変遷と開発の関係について言及している[大

阪文化財研究所2012]。

本調査地では平成25年4月1日に大阪市教育委員会による試掘調査が行われ、現地表面下1.8mで

中世の遺物包含層と遺構面が確認されたことから本調査を実施することとなった。5月15日から重機

により機械掘削を開始し、現地表面下1.8m付近で南北に延びる溝を検出したことから以下を人力に

よって調査した。その結果、後述する中世作土(第3A層)の上面で異なる時期の遺構を検出したほか、

下位の地層からわずかであるが中世の遺物が出土した。調査ではこれらの図面・写真による記録作成

を行い、5月18日に発掘作業を終了した。途中、 5月16日にMagel↓aI1社製ProMark3による基準点の

GPS測量を行った。

以下にその結果を報告する。方位は上記測量による世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高

はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

図1 調査地位置図

-46,660 Y-46,620

図2 調査区配置図
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調査地付近はTP+l.Om付近のほぼ平坦な地形である。以

第OA・DB層

第1層

下、調査区西壁地層断面の観察結果を記述する。

第0層:現代の整地層で、発掘調査に先立って建造物の基

礎を解体、整地した地層である第0A層とそれ以前に行われ

た整地層である第OB層に細分される。層厚は100～170cm程

図3 地層と遺構の関係図

度である。

第1層:黄灰色(2.5Y 4/1)細礫混りシルト質中粒～粗粒砂

層である。近現代の作土層で層厚は20～30cmである。

第2層:灰オリーブ色(5Y5/2)シルト質中粒砂層である。

近世の作土層で層厚は10cm程度である。

第3層:本層は上下2層に細分される。第3A層はオリー

ブ褐色(2.5Y 4/3)細礫混りシルト質細粒～中粒砂層で、層厚は約20cmである。本層上面で近世
および

中世の遺構SD01・02が検出された。第3B層は黄褐色(2.5Y5/3)細礫混りシルト質細粒砂層で、
層厚

は10～20cmである。ど ちらも中世の作土層である。

第4層:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂層で、層厚は約↓Ocrn,中世の作土層である。中世に属
す

る時期不詳の土師器皿・瓦質土器羽釜が出土している。

第5層:灰オリーブ色(5Y5/2)細礫混りシルト質細粒砂層である。北部ではわずかに暗色化して
い

る。層厚は10～15cmで作土層である。

第6層:灰オリーブ色(5Y5/2)細粒砂～シルト質細粒砂を主体とする。SL12-1次調査の第4
層

に相当する自然堆積層とみられるが、生痕化石やラミナは確認できなかった。

ii )遺構と遺物(図5～7)

a. 中世の遺構と遺物

N

TP+1.Om

第OA層

00m

3m

図4 調査区西壁地層断面図

1:80
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SDOI

一へAl:i"A

SDO2

1:100

図5 SDOI・02平面図

北 壁

第OB層  、/ E TP-0.5m

・゚-: ゚ 二゚゚  ゚゙ 〉く1 1層
第2層

-l.Om

-l.5m

第○B層
TP-05…

図6 SDOI・02断面(調査 区北壁 ・南 壁)図
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本調査では溝SDO2が見つかった。SDO2は北側が
広くなっ

ている南北溝である。調査区南端で幅1.l5m.,深さ
0.65rn,北

端では東肩が調査区外に広がっているため不明だ
が2m前後、

深さ1m弱に推定される。方 位は北で東へ18゚振っ
ている。埋

土は上部・中部が灰オリーブ色(7.5Y5/2)細礫混り
シルト質細

粒砂層で埋められている。中部の一部および下部に
機能時堆積

1尋・・・=・fllll-g       積している。溝 の底は
調査区内ではほぼ水平で、水 を流した方

゛ - 一 一 一 一 一 一 」 一 - - - - - - ゛ 3

向は不明であるが、畠耕作に伴う水利のための溝で
あろう

Z       出土遺物には14世紀代の龍泉
窯系とみられる青磁皿2のほ

lqcm    か、中世土器がわずかに含まれる。近
世に降る遺物は出土して

7 8エ1物      いないため中世の遺構として報告するが、後
述のSDOIと全く

第3層以下(1)、SDO2(2)、SDOI(3)  同じ場所、同
じ方位であること、中世遺物は下位の地層から混

入した可能性があることなどから、近 世の遺構であ
ることも否定できない。

同じ中世に属する遺物には第3層以下の掘削中に出
土した13世紀代のものとみられる中国産白磁碗

1などがある。ほかに詳細な時期は不明だが、第3
・4層からは中世に属する土師器細片などが出

土している

b.近世の遺構と遺物

本調査ではSDO1が見つかった。先述のSDO2と同
一の方位で、西肩をほぼ一致させるように掘削

している。北端で幅1.05m,深さ0.25m,南端で幅0
.75rn,深さ0.3mであり、や はり北が若干広がっ

ている。溝 の底は南が0.l5m低くなっている。埋土
は灰色(7.5Y5/1)細礫・極粗粒砂混りシルト質細

粒砂層で、基底に水成層は確認できなかったが、S
DO2と同様に畠耕作に伴う水利のための溝と考え

られる。出土遺物には19世紀初頭の肥前磁器染付広
東碗3などがある。

3)まとめ

本調査地での成果は次のとおりである。

・近隣の調査(SL12-1次調査地)と同様に中世に
遡る遺物や地層を確認することができた。

・一帯では中世に開発がはじまり、近世にかけて当
該地周辺では耕作が行われていた。

・検出された遺構には、出土遺物から中世に遡る可
能性があるものが含まれる。

引用・参考文献

大阪文化財研究所2012、「浪速区桜川二丁目における建設工
事に伴う埋蔵文化財発掘調査(SL12-1)報告書」
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第3層上面検出状況

SDO2完掘状況

(南西から)

SDOI完掘状況

(南西から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市東淀川区菅原6丁目地先

147箱

平成25年7月22日～8月19日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究
所

次長 南秀雄、岩本正二
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1)調査に至る経緯と経過

下新庄遺跡C地点は淀川右岸の大阪市東淀川区の南部にあって、阪急京都線とJR城東貨物線(お

おさか東線)が交差する地点のすぐ南東側に位置し、淀川が形成したデルタ地帯に立地する(図1～
4)。

今回調査地の0.6km西側には縄文・弥生時代の淡路遺跡、0.8km東側には弥生時代の上新庄遺跡が位

置するが、これら遺跡の具体的な様相は明らかでない。平成24年8月に下新庄遺跡の発掘調査(XS12

図1 周辺の遺跡と調査地
図2 調査区位置図

[清水靖夫繻1995b]
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-1)が、今回調査地の北約100mの地点で実施され
、室町時代頃に耕作地となったことが確認され

ている[大阪文化財研究所2012a]o 調査地の周辺に
おいて、西側では沖積地の微高地に、弥生時代

末～古墳時代の崇禅寺遺跡[大阪市文化財協会1999
、大阪文化財研究所2012b, 大阪府教育委員会

1982・2003]、平 安～室町時代の西淡路1丁目所
在遺跡[大阪市文化財協会2010,大阪文化財研究所

2012C]・宮原遺跡[大阪文化財研究所2010]、室
町時代の東三国2丁目所在遺跡[大阪文化財研究所

2012d]などが存在している。それらの調査成果
から、 この付近一帯では、室町時代を中心に農地化

による開発が進展したことが明らかになっている。

大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘調査で
、現 地表下0.8m以下の深さにおいて、中世から

古墳時代とみられる遺物包含層および遺構面の存在
を確認した。そのため、遺構面の午代や遺構・遺

物の分布状況、当該期における開発や前後の土地利
用状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を

得ることを目的に、発 掘調査を実施することになっ
た。

調査は平成25年7月22日に着手した。東 西長11m1 南北長40mにわたって打設された鋼矢板区画

の内部に、東西4.3mX南北34.2mの調査区を設定し
た。当初の設計では、調査面積が184渭であった

が、線路に極めて近接していることから、安 全面を
考慮し、文 化財保護担当の指示により、調査面積

を147渭に縮小した。

事業者によって、現 地表下約0.7mまで重機により掘
削されており、盛 土・攪乱層(第0層)、近代水

田耕作土(第1層)が除去されていた。それ以下の層
準から、人力による掘下げを行い、遺構の検出、

遺物の採集、実測図の作成、写真撮影などの記録作成を
行った。最終的に第3層(河成層)まで掘り下げ、

遺構の有無を確認し、 8月19日に調査を終了した。

なお、基 準点は専門業者がスタティック測量で測位
した。本報告書で用いた方位は、図3 ・4は真

北、それ以外は世界測地系に基づく座標北である。
標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、図・文 中で

はTP+Omと言己している。

第0層
盛土・攪乱層

第1層

第2a層

第2b層

第2c層

第,。層   1 耕作溝、踏込み群 1. - 一    一      一   一   」

)      1SK302

第3層 河成層)
SG301a層

近代作土層

江戸時代末作土層

江戸時代作土層

江戸時代作土層

室町時代作士層

1 鎌倉時代作士層

2鎌倉時代埋立層

3湿地堆積層

4 水成層

図 5 地層 と遺 構 の関 係 図
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TP+1 am

・・(]一 ○○m

1
2

3

4

5

6

7
8

9

0

エ

:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(細粒砂質シルトの薄層を挟む・SK302)
:灰白色(2.5Y8/2)中粒～細粒砂(第3層)
:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂(第3層)
:黄灰色(2.5Y8/2)極細粒砂質シルト(第3層)
:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂(第3層)
:灰白色(2.5Y8/2)細粒砂(噴砂脈・第3層)
:灰黄色(2.5Y7/2)極細粒砂質シルト(粗粒砂の偽礫を含む・SG301e層)
:灰黄色(2.5Y7/2)細粒砂(SG301f層)
:オリーブ黄色(5Y6/3)細粒砂(SG301f層)
:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂(粘土質シルトの偽礫を多く含む・SG301e層)
:にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒砂(シルトを含む・SG301d層)

12:暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土質シルト(植物遺休を含む・
上位層に圧迫されて上面が著しく変形している・SG301c層)

13:オリーブ黒色(5Y3/2)粘土質シルト～シルト質細粒砂
(粘土質シルトの偽礫を含む・SG301c層)

14:オリーブ黒色(5Y3/2)細粒砂質シルト(SG301C層)
15:暗オリーブ色(5Y4/4)シルト質細粒砂～粘土質シルト
(シルト質細粒砂の大きな偽礫を多量に含む・SG301b層)

16:灰黄色(2.5Y6/2)シルト質細粒砂(SG301a層)
17:オリーブ黄色(5Y6/3)シルト質細粒砂(SG301a層)
18:灰白色(5Y7/1)シルト質細粒砂(SG301a層)
19:灰オリーブ色(7.5Y6/2)中粒～細粒砂(SG301C層) 1 : 100

5m

図6 東壁地層断面図



北壁 E

第0層
TP+10m

第2b層 (第1層)  第2c層   第2d層

○Om

1:オリーブ黄色(5Y6/3)細粒砂(シルトを含む)

2:にぶい黄色(2.5Y6/3)中粒～細粒砂(シルトを含む)

3:浅黄色(2.5Y7/4)細粒砂(シルトを含む)

南壁

第0層
TP+l.Om

第2a層 第2b層 第2c層   (第1 層)          3    第2c層
1   1   1               1     1

00m

2m

1:50

1:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂～細粒砂質シルト(SG301a層)

2:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質細粒砂(シルト質細粒砂を多く含む・SG301b層)

3:灰色(5Y 4/1)粘土質シルト(偽礫の塊で圧迫され変形している・SG301c層〉

4:黄灰色(2.5Y4/1)粘土質シルト(細粒砂・植物遺体を含む・SG301c層)

5:黄灰色(2.5Y5/1)細粒砂と砂質シルトの互層(SG301d層)

6:灰色(5Y4/1)中粒砂(細粒砂質シルトの偽礫を含む・SG301d層)

7:灰色(5Y5/1)中粒砂(植物遺体のラミナを含む・SG301d層)

図7 北 ・南 壁地層断面図

2)調査の結果

1)層序(図5～7)

第0層は現代の盛土・攪乱層、第1層は近代の作土層である。

第2層:黄褐色細粒砂質シルト～シルト質細粒砂が主体の作土層で、第2a～2d層の4層に細分され
た。

第2a層は細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/4)ないし灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂質シルト層で、層
厚

2～6 cmである。酸化鉄・酸化マンガンの沈着が見られる。江戸時代末に属する土器が出土し
た。

第2b層は調査区中・南部では細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/3)ないし灰オリーブ色(5Y5/2)
細

粒砂質シルト層、北部では浅黄色(2.5Y7 /3)細粒砂質シルト～シルト質細粒砂層で、層厚6～1
0cmで

ある。いずれも、酸化鉄・酸化マンガンの沈着が見られる。江戸時代後半に属する土器が出土
した。

第2c層は調査区中・南部では細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/3)ないし灰オリーブ色(5Y5/3)
細

粒砂質シルト層、北部では灰黄色(2.5Y7 /2)シルト質細粒砂～細粒砂層で、層厚8～12cmであ
る。い

ずれも、酸化鉄・酸化マンガンの沈着が見られる。江戸時代前半に属する土器が出土した。第2
c層下

面で、耕作溝群、偶蹄類の踏込み群を確認した。

第2d層は細礫をわずかに含む灰色(5Y5/Dないし暗オリーブ色(5Y4/4)細粒砂質シルト層で、
層
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SK302   \

5

1:200

図8 第3層上面遺構平面図

厚6～14cmである。酸 化鉄・酸化マンガンの斑文が著しい。

第2d層から平安時代以前の土器が出土したが混入と考えられ

る。上下の層位関係から、室町時代の作土層であろう。第2d

層下面で、耕作溝、踏込み群を検出した。

第3層 :灰白色(2.5Y8/2)ないし黄褐色(2.5Y5/4)中粒～

細粒砂からなる河川の氾濫堆積層で、礫を含まない。層厚60

cm以上である。調査区北部に分布し、中・南部ではSG301に

よって削られている。 トラフ型斜交ラミナ、 シルトの薄層、

地震による噴砂脈が見られる。平 安時代以前の土器が出土し

た。第 3層上面でSG301、SK302を検出した。

11)遺構と遺物

a.平安～鎌倉時代の遺構と遺物(図6～8・12)

第3層上面で、池 SG301,土塘SK302を検出した。

SG301  調査区の中・南部で検出した池で、東西3.4m以上、

南北23.8m以上、深さl.Om以上の規模である。埋 土をa～ f

層に細分した。河成層である第3層を削り込んで、池 縁を細

粒砂やシルトの偽礫を含む極細粒砂質シルト・細粒砂層(f・e

層)で整えている。池内の機能時堆積層を下部のd層と上部の

c層に区分した。池 内下部には中粒砂(d層)が堆積している。

また、その上には植物遺体を含む粘土質シルト層(c層)が厚く

堆積していた。その後、c層の上にシルト質細粒砂を主体とし

た径25cm程の偽礫を埋め、整 地している(b層)。c層の上面が

著しく変形していた(図6・7)。b層の上を耕作している(a層:

シルト質細粒砂)。

d層からは土師器尭、黒色土器椀1が出土した。土師器は平

安時代以前のものであろう。1は黒色土器椀A類の体部破片

で、 内面が黒色である。10～11世紀のものであろう。c層か

らは、土師器高杯・亮、瓦 器椀2、 曲物の底板7が出土した。

土師器は平安時代以前のものであろう。2は瓦器椀の口縁部

0」 で、13～14世紀前半頃に属する。7は円形の曲物の底板で、

径13.5cm,厚さ0.45cmである。b層から土師器皿・尭 ・羽釜、

須恵器短頚壺・亮、瓦器椀3、漆器椀6、 管状土錘8、加 工

木片、松 の毬果が出土した。土 師器・須 恵器は平安時代以前

のものであろう。3は瓦器椀の口縁部で、13～14世紀前半頃

に属する。6は漆器椀で、低 い高台が付き、器 壁の厚さが0.6
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～l.Ocmで厚く、黒漆がわずかに残存している。埋まった時の

土圧のため、楕円形に変形している。8は管状土錘で、長さ3.9

ctn,径4.5cm'-焼成は土師質、色調は灰黄褐色である。a層か

ら土師器皿・亮、平瓦が出土した。土師器・平瓦は平安時代

以前のものであろう。

SG301の基盤層となった第3層は、前述するように、平安

時代の土器を含み、池内の堆積層は平安～室町時代の遺物を

含んでいる。池の造成時期は、黒色土器椀の年代を参考にし、

これを上限の年代とすれば、平安時代である。池の用途につ

いては、おそらく耕作に関係したものであろう。また、池 を

埋めた時期は、瓦器椀の年代からみれば、鎌倉時代後半と推

定される。その後は、耕作地になっている。

SK302  調査区北部で検出した、東西0.5m以上、南北2.4m,

深さ0.5mの土塘である。埋土は黄褐色シルト質細粒砂で、下

部には細粒砂質シルトの薄層を挟む。遺物は出土していない。

性格は不明であるが、耕作に関係したものかもしれない。

b.室町時代の遺構と遺物(図9・10)

第2d層下面で、溝 SD201～204、踏込み群を検出した。

SD201  調査区南端で検出した東西溝で、幅0.45m,長さ

3.0m以上、深 さ0.04mである。埋土は灰オリーブ色シルト混

り中粒～細粒砂で、溝の方向は、北で東に約32゚振れている。

SD202  調査区南部で検出した東西溝で、幅0.5rn, 長さ

3.0m以上、深さ0.05mである。埋土は灰オリーブ色シルト混

り中粒～細粒砂で、溝の方向は、北で東に約35゚振れている。

SD203  調査区北部で検出した南北溝で、東西幅0.8rn,長

さ3.5m以上、深さO.Olmである。溝の埋土は灰オリーブ色細

粒砂質シルトである。溝の方向は、北で西に約160振れている。

SD204  調査区北部で検出した南北溝で、東西幅1.5rn,長

5

1 : 2 0 0        1  さ9.Om以上、深さO.Olmである。溝の埋土は灰オリーブ色細

」, 第。d)f! Tm:tR構平ヨ,    粒砂質シルトである。溝の方向は北で西に約16゚振れている。

0

SD201

SE    1 ゛7エ,,。.4」

SD202

-] くミニ[ニン戸 TP+O 3m

1:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト混り中粒～細粒砂
1:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト混り細粒～中粒砂

0          50cm

1:20

図10 SD201・202断面図
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これらの溝は、耕 作に関係した溝と考えられる。SD201～

204から遺物は出土しなかった。第2d層は前述するように平

安時代以前の土器が出土しているが、混入とみられる。第2d

層は鎌倉時代後半であるSG301a層と江戸時代である第2c層

に挟まれており、両者の間の時期に属する作土層と推定する。

SD201～204も同時代に属すると考えられる。

踏込み群 調査区南端部で検出した、ヒトの足跡である。

c.江戸時代の遺構と遺物(図11)

第2c層下面で、耕作溝群、踏込み群を検出した。

耕作溝群 調査区北部で検出した南北方向の小溝群である。

幅0.1 ～0.2rn,深さ0.03mのものが多く、北 で西に13～14゚振

れている。

踏込み群 偶蹄類(ウシ)やヒトの足跡である。偶蹄類は主

に南北方向に動いている。

d.各層出土の遺物(図12)

本調査では各層から土師器・須恵器・磁器・黒色土器・瓦

などが出土したが、すべて細片で磨滅しており、 わずかしか

図化することができなかった。

第3層から平安時代以前の土師器尭、平安時代の土師器皿・

黒色土器椀A類が出土した。

第2d層から土師器尭・皿 5が出土した。5は口径且crn,色

調は灰白色、口縁部は「て」の字状を呈しており、11世紀頃の

ものであろう。土師器尭は平安時代以前のものであろう。

第2c層から土師器焙烙、丹波焼捕鉢4のほか平安時代の土

師器皿、平安時代以前の土師器尭が出土した。 4は捕鉢の口

縁部でやや肥厚しており、17世紀末～18世紀に所属する。

第2b層から土師器焙烙、肥 前磁器染付碗・広東碗、肥前陶

器皿、京焼系行平鍋蓋、丹波焼捕鉢、土人形(人物頭部)が出

土したが、 これらは18世紀後半～19世紀前半頃に所属する。

10m  また、近世の平瓦・丸瓦、平安時代以前の土師器亮、古墳時
代後期の須恵器杯蓋が出土した。

第2a層から土師器焙烙、肥前磁器染付碗・広東碗、軟質施図11 第2c層下面遺構平面図

釉陶器が出土し、 これらは18世紀末～19世紀前半頃に所属す

る。また、近世の丸瓦・平瓦が出土した。

5

1 : 200
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文==丁一▽/5

日,ノ目。
% wim1111111〆Ir11111111111〆1111111〆"口

園閣焼けた部分 1:4

10cm

図12 出土遺物実測図

SG301d層(1)、SG301c層(2・7)、SG301b層(3・6・8)、第2d層(5)、第2c層(4)

3)まとめ

第3層上面で池SG301、土 WSK302を検出した。SG301の造成時期は、出土
遺物からみれば平安

時代であろう。SG301は耕作に関係するものと推定される。調査区内では平
安時代の作土層は確認で

きなかったが、近接地が農地として開発されたのであろう。

SG301は造成以後、厚 い堆積層(c層)が堆積したが、その後、客土で埋め立て
て整地(b層)し、耕作

地(a層)として造成している。この造成時期は、おそらく鎌倉時代後半であろ
う。

調査地は、鎌倉時代後半にSG301を埋め立てて水田になって以後、江戸時代か
ら昭和時代初頭(1929

年頃に城東貨物線線路敷地になる)まで、継続的に水田として利用された。
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SG301(南東から)

SG301池縁(南から)



第2d層下面遺構検出状況

(調査区南部、南東から)

第2d層下面遺構検出状況

(調査区北部、北西から)

第2c層下面遺構検出状況

(調査区北部、北西から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市旭区高殿4丁目72-6他 2筆

約100箱

平成25年4月30日～5月10日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財
研究所

次長 南秀雄、田中清美
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は弥生時代中期～古墳時代の集落跡である森小路遺跡の南西、弥生時代中期後葉の集落遺跡

および中世の城館跡である榎並城跡伝承地の北東に位置している(図1)。

当地で行った大阪市教育委員会の試掘調査で、現地表下約0.9mから中世の遺物を含む地層や遺構面

が検出されたため、本調査を実施することになった。本調査では遺構と遺物の分布状況や遺構面の年

代など、当地域の歴史を明らかにするための基礎資料を得ることを目的とした。

調査は4月30日に敷地内の北側に東西5 rn,南北20mの調査区を設定することから着手した(図2)。

試掘調査で遺構面を確認した現地表下約0.9mまで重機で掘削し、これ以下につぃては人力で掘り下げ

て遺構・遺物の検出に努めた。調査区の北部および南部の2箇所において第6層の暗色帯上で検出し

た踏込みや土採り穴を調査し、それぞれ写真撮影したほか、平面図や断面図を作成した。5月10日に

は調査区を埋め戻し、調査機材を搬出して現地におけるすべての作業を完了した。

本報告で用いた方位は図1・2が現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成するこ

とにより得た世界測地系に基づく座標北で、これ以外は磁北である。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)
で、TP+○ m と記 した。

2)調査の結果

1)層序

調査地は淀川左岸の沖積低地に位置し、周辺の標高はTP+0.9m前後で、地形はほぼ平坦である。

本調査では現地表下1.5～2.0mまでの地層を観察し、現代整地層より以下の地層を第1～10層に区分

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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した(図3～5)。                     \l     \l 
    \l

第1層:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒砂質シルト層で、

層厚は5～20cmある。現代の作土層である。                
     "'119

-2A層(作士)

第2層 :本層は作土層であるが、調査区の北東部では第          
   一2BE(水成層)

\(作土)

2A層と第2B層に区分された。第2A層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)          
      (水成層)

" (SX601 ～607)

細粒砂質シルト層で、酸化鉄を多く含む。層厚は10cm前         
    一(暗色帯)

一(水成層)

後ある。明治時代以後の作土層である。第2B層は黄灰色         
    一涼成層〉

一(水成層)

(2.5Y6/1)細粒砂～細粒砂質シルトからなる水成層である。       O層 
    一一(水成層)

層厚は10cm前後ある。                      図3 地層と遺
構の関係図

第3層 :褐灰色(10YR4/1)～黒褐色(10YR3/1)細粒砂質シルト層で、層厚は20
cm前後ある。明治

時代以後の作土層である。

第4層 :黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト層で、層厚は5～30cmある。上面
の標高はTP+0.15

m前後である。

第5層 :褐灰色(10YR4/1)シルト層で、層厚が5～20cmの水成層である。調査
区南端で検出した

土採り穴SX601内に堆積した灰白色(5Y7 /2)細礫質細粒～中粒砂層は、シルト
層と同時堆積した地層

で本層準に相当する。

第6層:黒褐色(10YR3/1～2.5Y3/1)シルト層で、層厚は5～20cmある。本層
は炭化した植物遺

体を多く含む暗色帯である。調査区内では本層が最初に離水した地層と考えられた
。本層上面の標高

はTP+ 0 m前後であり、調査区南部で溝状の土採り穴SX601～607を、同北部
では偶蹄類の足跡を検

出した。

第7層 :黒褐色(7.5YR3/1)極細粒砂質シルト層で、層厚は5～20cmある。北
から南に下方へ傾斜

した植物遺体のラミナが観察された。本層は氾濫性堆積層であるが、上面で窪地
SX701が検出された。

第8層 :褐灰色(10YR4/1)極細粒砂質シルト層で、層厚は10～30cm以上ある。
本層は流木や植物

遺体を多く含む水成層である。

第9層 :黄灰色(2.5Y 4/1)極細粒砂質シルト・灰色(5Y5/1)細粒砂からなる水成
層で、層厚は20cm

前後ある。

第10層:褐灰色(2.5Y 4/1)シルト質細粒砂～灰色(5Y5/1)細粒砂から

なる水成層で、層厚は50cm以上ある。

ii )遺構と遺物

a.平安時代の遺構

SX701  調査区南部の西壁際で確認した南北4.5mi 深さ0.2m前後

の浅い窪地である(図5)。底 は平坦で、水つきの黒褐色(10YR3/1～   
- 一

2.5Y3/1)シルト～極細粒砂質シルトが堆積しており、土師器皿1・皿2、  
 " '      ・
0          10cm

黒色土器B類椀3が出土した(図6)。壁際に位置することや第6層との   
   1:4

層理酊が不鮮明であることから、形状や性格については明らかでない。 図。 8ゆ,。1出エ遺物実汝u図

(現代整地層)

1層

1 3層

1 4層

6層  ～

7層 ■不視クー
8層

9層
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北壁
TP+1 am

2A

Ô○m

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒砂質シルト(作土層)
2A:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト(酸化鉄を多く含 む:作土層)
2B:黄灰色(2.5Y6/1)細粒砂～細粒砂質シルト(水成層)
3:褐灰色(10YR4/1)～黒褐色(10YR3/1)細粒砂質シルト(作土層)
4:黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト
5:褐灰色(10YR4/1)シルト(水成層)
6:黒褐色(10YR3/1)シルト(炭化した植物遺体を多く含 む:暗色帯)
7:黒褐色(7.5YR3/1)極細粒砂質シルト(水成層)
8:褐灰色(10YR4/1)極細粒砂質シルト(流木・植物遺体を含む;水成層)
9:黄灰色(2.5Y 4/1)極細粒砂質シルト(植物遺体を含む:水成層)
10:褐灰色(2.5Y5/1)シルト質細粒砂(水成層)

南壁

(現代整地層)

1:50

TP-Ham

Ô.Om

am

2m

1:灰オリーブ色(7.5Y5/3)細礫質細粒砂(作土層)
2:暗灰黄色(2.5Y4/2)細礫混り細粒砂質シルト(作土層)
3:黒褐色(2.5Y3/2)極細粒砂質シルト(作土層)
4:黒褐色(2.5Y3/1)シルト
5:灰白色(5Y7/2)細礫を含む細粒～中粒砂(水成層)
6:黒褐色(2.5Y3/1)シルト(暗色帯)
7:黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト～シルト(植物遺体を含む)
8:灰色(5Y4/1)細粒砂(植物遺体・サンドパイプ有:水成層)
9:灰色(5Y5/1)細粒砂(水成層)
10:灰色(5Y5/1)細粒砂(水成層)

図 4 北壁 ・南 壁 地層 断 面 図



TP+1.Om

SX701
.0m

2m

TP-H.0m

(現代整地層)

1:黒褐色(10YR2/2)細粒砂質シルト(作土層)

2A:暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト(作土層)

3:暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト(作土層)

4:黒色(10YR2/1)極細粒砂質シルト

5:灰白色(5Y7/2)細礫を含む細粒～中粒砂および

黒褐色(10YR2/2)極細粒砂質シルト～シルト(水成層)

6:黒色(10YR2/1)シルト(暗色帯)

7:黒褐色(10YR3/2)極細粒砂質シルト(水成層〉

8:黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト(水成層)

9:黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト(水成層)

10:黒褐色(2.5Y3/1)シルト含む細粒砂(水成層)

1:50

図 5 西壁 地 層 断 面 図



偶蹄類 の

足跡群

土器類は摩耗していないことから、調査区の近くに古

代の集落が存在する可能性がある。

1は口径9.8crn,器高約1.Ocmの「て」の字口縁皿であ

る。2は口径14.2cmの土師器皿で底部を欠損している。

体部の外面をユビオサエで整えており、口縁部は内外

面ともヨコナデ調整している。3は口径14.8cmの黒色

土器B類椀で底部を欠損している。口縁端部の内面に

にぶい沈線が巡る。器体の内外面の調整は横方向の細

筋のヘラミガキで、外面にはユビオサエが残る。以上

の土器類は11世紀前葉～中葉に属するものであろう。

b.江戸時代の遺構

SX601～607 調査区の南端部に位置する幅0.4～

0.6rn,深さ0.l5m前後の溝状の土採り穴である(図7・

8)。土 採り穴間は幅0.10～0.35mの畔状に掘り残 さ

れている。各 土採り穴の底にはO.lm前後の多数の鋤

痕が見られた。鋤 痕は一部斜め方向のものもあった

が、多くは土採り穴の長軸に沿うように両側に並んで

SX607

SX605
SX604

SX603

SX602

SX601

/ SX603

/ SX604

-「

SX605

1二100

図7 土採り穴SX601～607平面実測図

2m

1:50

図8 土採り穴 SX601～607底面の鋤痕平面・断面実測図
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いた。土採りは暗色帯である第6層を対象にして
おり、遺構内には灰白色(5Y7 /2)細礫質細粒～中

粒

砂(第5層)が堆積していた。土採り穴の時期は、1
7世紀の大和型土師器土釜、19世紀代の肥前磁器

や

関西系陶器、瀬戸美濃焼陶器などが出土したこと
から、江戸時代の終わり頃と考えられる。

3)まとめ

今回の調査では当地域が遅くとも平安時代の後期
以降には離水して生活の場となったことを示唆す

る資料をはじめ、江戸から明治時代にかけての耕
作地や溝状の土採り穴を検出した。これらは当地

の

歴史的な変遷を復元し、また、土地利用の実態を
みるうえで基礎的な資料となった。今後、調査地

周

辺の調査が進めば古代の集落の具体的な状況をは
じめ、近在にある榎並城跡伝承地や森小路遺跡と

の

関係も明らかになるであろう。
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北壁中央部地層断面

(南から)

西壁中央部地層断面

(東から)

南壁地層断面

(北から)



第6層上面の

偶蹄類の足跡群

および土採り穴全景

(北から)

土採 り穴 SX601～607

検出状況

(北から)

土採 り穴 SX601～607

全景

(北から)
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調査 個 所

調査 而 積

調査 期 間

調査 主 休

調査担当者

大阪市阿倍野区松崎町2丁目10-1

約160甫

平成25年6月10日～6月18日

公益財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財
研究所

次長 南秀雄、高橋工、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過(図1・2)

調査地は、古墳時代から中世の集落遺跡である阿倍野筋北遺跡の東部に位置し、南にある阿倍寺跡

の推定外郭から北約50mである。阿倍寺跡については、第二次世界太戟前に松長大明神境内から塔の

心礎が見つかり、北には金堂跡と推定される方形の土壇があった。創建は、出土した軒瓦から7世紀

後半と推定されている。近年、推定寺域の北西外であるASO6- 3次調査地で阿倍寺に使用されたと

見られる単弁蓮華文軒丸瓦が出土し、四天王寺第Ⅱ期の瓦と同范の可能性が指摘された[大阪市教育

委員会・大阪市文化財協会2008]。調査地から南約100mのAB98-6次調査では14～16世紀前半の大

溝が見つかり、阿倍寺の北辺を区画していたとも考えられた[大阪市文化財協会2001]o 18世紀前半の

橘守国筆「摂津国四天王寺図」(四天王寺蔵)にも「阿倍寺古址」が描かれており、阿倍寺は中世後期ま

で何らかの命脈を保っていたと考えられる。

調査地のある街区の東には、四天王寺を発し田辺の法楽寺を経て南へ向かう庚申街道(下高野街道)

が通る。また、上記のASO6-3次調査では、北で東へ45～50度振る豊臣後期から近代に至る溝が重

複していた。北西に位置するASO8-2次調査においても、同方向の中世の溝がみっかってぃる[大阪

市教育委員会・大阪市文化財協会2010]。これら調査地の南南西には、溝群を延長すると合致する方

向の道路が存在しており、溝群や道路は中世以降の地割と関係すると考えられる。

本調査は、大阪市教育委員会の試掘調査の結果、中世の遺物包含層が発見されたことから実施した。

幅4mで南北20rn1 東西20mのL字形の調査区を設置し、2013年6月10日より調査を開始した。後述

の第2層まで重機により掘削し、第 3層上面で遺構を調査した。適宜、遺構検出、実測・写真撮影な

どの記録作業を行いながら調査を進めた。地山層である第4層まで調査を行い、6月18日に埋戻しを

5,000

図1 調査地位置図

ASO6-3

図2 調査区配置図

- 133 -



現代盛土

含む現地でのすべての調査を完了した。

また、基準点はMagellan社製Pro Mark 3により測位し、本報

告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高

はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。
第1a層

第1b層

第2層

第3層            2)調査の結果
第4層

1)層序(図3・4)

図3 地層と遺構の関係図    現在の調査地は西に向かってゆるく下がる地形である。本調
査

では現地表下1.5mまでの地層を観察し、層厚20～50cmの現代盛

土の下位を第1～4層に区分した(図3・4)。

第1層:第1a・1b層に細分される。第1a層は、黄褐色細粒砂層で層厚は20cmである。コンクリ
ー

トや煉瓦片が出土する客土である。第1b層は、明黄褐色粗粒～中粒砂層で、4層の地山からな
る偽礫

を含む。偽礫は最大直径約30cmの角礫状であり、近代以降の盛土層である。

第2層:褐色細粒砂層で、上部に厚さ1 cmの炭層が堆積する。レンガや銅版転写の瀬戸美濃焼磁
器

などが出土する。近代の盛土層である。

第3層:暗褐色シルト質中粒砂層で層厚は20cmである。調査区北部は削平されていたと見られ、
南

部にのみ確認できた。瓦器椀のほか、肥前磁器染付碗や青磁染付碗および色絵碗・肥前陶器皿
・関西

系磁器染付碗・関西系陶器土瓶・萩焼ピラ掛碗と灯明皿・土人形などが出土した。関西系磁器は19
世

紀前半頃とみられる。幕末の盛土層である。第3層上面から柱穴が、また下面では土採り穴が
確認で

きた。

第4層:黄褐色シルト層で層厚は20cm以上、更新世の地層である。

ii )遺構と遺物(図4・5)

a.近世以前の遺構

第4層上面でSK01を検出した。SK01は直径0.64rn,深さ0.23rn1 埋土はにぶい褐色シルトであ
る。

北西半を現代の土塘で壊されている。遺物の出土はないが、後述の第3層上面の近世土塘とは
埋土が

異なり、より古い時代の遺構である。

b.近世の遺構

調査区の南部でのみ確認できた第3層上面および層中の遺構として、小穴SPO2・SPO3、土
塘

SK04～07がある。SKO4～06は、埋土がシルト質中粒砂で形状から近世の土採り穴とみられる。

SP02は調査区南東角に位置し、3層上面で検出された柱穴で、直径0.25rn,深さ0.04mの小穴で
あ

る。関西系陶器の灯明皿が出土した。

SP03は3層上面で検出された柱穴で、直径0.25m1 深さ0.28mで柱痕が確認できた。関西系陶器土

鍋とともに、瓦器椀の破片が出土している。

SK04は調査区南東角に位置し、幅0.90m以上、長さl.50m以上、深さl.l7mである。土壇底面か
ら

は、工具跡と足跡が検出された。土師器火入類・肥前磁器などのほか瓦器が出土した。
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SKO5はSKO4の西側に位置し、幅0.30m, 長

さ0.75cm,  深さ0.08mで浅い溝状 を呈する。

SKO4の一部だった可能性もある。出土遺物はな

い。

SKO6は調査区南西角に位置し、幅0.90m,長

さl.50m以上、深さ0.40mで溝状を呈する。北

側は現代の攪乱で壊されている。肥 前磁器染付

碗・関西系陶器土瓶・萩焼ピラ掛碗などのほか

須恵器・瓦器が出土している。

SKO7は調査区南部に位置し、 幅0.35m以上、

長さ0.70m, 深さ0.50mで、西側は近代以降の

攪乱で壊されていた。瓦器椀が出土する。

上記の出土遺物はいずれも図化しえない小片

である。一 部、中世の遺物も混 じるが、遺構の

午代は19世紀前半頃に属するといえよう。

c.近代以降の遺構

第2層上面の遺構として貯水関係の漆喰の構

造物を検出している。また、柱 穴SPO8～15と、

埋土中に植物根が残された土塘を多数確認した。

土壇は中央がわずかに高くなる形態で、植栽痕

とみられる。SPO8からは型紙摺の瀬戸美濃焼磁

器染付碗が、SP13からは銅版転写の瀬戸美濃焼

磁器染付碗が出土した。調査地には、昭和8年

より中央区博労町より移転してきた浄土真宗本

願寺派西光寺があり[川端直正1956]、 これら柱

穴は寺社建築に伴うものと考えられる。

3)まとめ

今回の調査ではASO6 - 3次調査と同様、幕

末の土採り穴を検出した。 また、 いずれも細片

のため図示できなかったが一定量の瓦器椀や東

播系須恵器の出土があり、ASO8-2次調査にみ

られる中世の遺構が本来は存在したと思われる。

中世の阿倍寺あるいは庚申街道沿いの集落の存

在を推測することも可能であろう。最 近の発掘

爬
轟
[

転

臼
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"暗褐色シル ト質 中粒砂(第3層)

1:60

図5 遺構平面図
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調査 により、阿 倍野筋と庚 申街道に挟 まれ た地域 は、阿 倍寺や南北の交通路 と関係する古 代から中世

の集落などが存在 した可能性が充分に考 えられ るようになって きている。今 後は、地 割や地形 とも対

比し、 これ らの実態を解明してい くの が課題である。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2001、「阿倍寺跡の調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告一
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南壁地層断面

(北東から)

第3層層中の

遺構SKO4

(南から)

第2層上面の遺構

(北から)
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市平野区加美鞍作3丁 g27-2他 2筆

120留

平成25年5月16日～5月23日

公益財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財研究
所

次長 南秀雄、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、古代の寺院跡と推定される鞍作廃寺の西南に位置している(図1)。鞍作廃寺推定地の東

部で行われた発掘調査(KM89-13次)では、層厚1mに及ぶ河川の氾濫原堆積層の上面に中世～近世

の遺物を含む南北方向の溝や土塘などが検出された[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1991]。推

定地の南西側で行われた発掘調査(KTIO-1次)においても中世の溝・土壇が検出されてぃる[大阪市

教育委員会・大阪文化財研究所2012]。また、本調査に先立って行われた大阪市教育委員会の試掘調

査では、現地表面下約1.2m以下で中世～近世の遺物を包含する作土が確認された。このため、遺構・

遺物の分布状況を明らかにし、古代以降の寺院との関連をはじめとして、この地域の歴史的変遷を復
元する目的で本調査を実施した。

調査地の西部に東西4 rn,南北30mの調査区を設定し(図2)、2013年5月16日から調査を開始した。

調査区の南半では重機による掘削を後述の第2層まで行い、第3層上而以下を人力により調査した。

調査の過程で第3層も近世の作土層であることが明らかになったので、北半は第4層上面まで重機で

掘削した。適宜、遺構検出、実測・写真撮影などの記録作業を行いながら調査を進めた。第4層以下

については水成層であったため部分的に下位層の確認を行い、5月23日に埋戻しを含む現地でのすべ
ての調査を完了した。

また、基準点はMagellan社製Pro Mark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づ

く座標北を基準とした。標高はT.p.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1 : 10.000

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図

- 141 -



第0層

第1層
(ノ (ノ

第2層 SDO7・SDO8

3a 一ゝ′ワ(ノ ー

第3層 3b )
3o 〉

4app

第4層 a4d NROI

1)層序

第5層       SDO5 SDO6

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

調査地は平野川の北側に位置し、周辺の標高はT
P+7.3～7.9m

で、現 地形は北に向かって低くなる。本調査で
は現地表下3mま

での地層を観察し、現代盛土の下位を第1～5
層に区分した(図

3・4)。

第0層 :コンクリートを含む現代の整地層で、
層厚は90～270

cm以上である。

第1層:暗灰黄色シルト質細粒～中粒砂からな
る作土層で、層

厚は10～30cmである。

第2層 :にぶい黄褐～灰黄褐色のシルト質中粒
砂～中礫からな

る作土層で、層厚約10～30cmである。

第1・2層ともに、時期を特定できる遺物は出土
していないが、上下の地層との関係から近世～

現

代の作土と考えられる。

第3層 :第3a・3b・3c層に細分される近世の作土
層であり、上 画で動物の足跡や、畦 畔、耕 作溝を

検出した。第3a層はにぶい黄褐色シルト質中粒
砂層で、層厚は10～30cm,帯状に酸化鉄が析出

する。

18世紀後葉～19世紀中頃の作土層である。第3b
層は暗灰黄色中礫混りシルト質中粒～極粗粒砂層

で、

層厚は20～70cmである。第3c層は、暗灰黄～褐
色中礫混りシルト質中粒砂層で、層厚は20～40c

mで

ある。第3b層が18世紀前葉まで、第3c層が17世紀
末頃までの作土層といえる。

第4層 :第4aと第4b～4d層に細分される。第4a
層は灰オリーブ色シルト質細粒砂層で、層厚は

5

～20cmである。堆 積構造を持たず、第4b層を
耕起した、第4b層よりわずかに新しい時期の作

土層で

ある。第4b層以下は平行ラミナの明瞭な氾濫原
堆積層である。第4b層はにぶい黄褐～緑灰色を

呈する

細粒砂層で、層厚は15cmである。古墳時代～中
世の遺物が出土した。12世紀頃に地形が安定し

陸化し

たといえる。第4c層は緑灰色極細粒～細粒砂層
で、層厚は10cmである。第4d層は、暗緑灰色細

粒砂

層で層厚50cm1 上部に厚さ2 cmの極細粒砂層が
堆積する。

第5層 :第5a・5b層に細分できる湿地の堆積層で
ある。第5a層は暗緑灰色極細粒砂質シルト層で層

厚35cm,最上部に厚さ4 cmで植物ラミナが堆
積する。第5b層は暗緑灰色極細粒砂質シルト層

で、湧

水のため、層厚10cmまで確認したのみであった
。

第4c～5b層までは、深掘トレンチで確認したの
みであり、遺物の出土はない。

ii )遺構と遺物

a. 中世の遺構

氾濫原堆積層である第4b層の上面では、東西方向
の流路NROIを検出した。

NROi  調査区南半にある東西方向の細い流路
である。幅0.50rn,深さO.lOmで、中粒砂で埋

まり、

上而は酸化鉄が2 cm程の厚みで集積している。埋
土の砂からは須恵器売、土 師器皿・亮、瓦器椀な

ど

が出土した。図示した土師器皿1は口縁部をわず
かにつまみ出しており、白色系の色調で、胎 土

は緻

密である。11～12世紀とみられる。瓦器椀2は内
外面に緻密なヘラミガキが施され、外 画はユビオ

サ
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エの後にヘラミガキを施す。12世紀中～

後葉といえる。土 師器鍋3は外面にハケ

調整が施される。一 部古代の遺物も含む

が、12世紀後葉までに埋没した流路であ

る。

第4a層上面の遺構として溝SDO2を検

出した。

SDO2  調査 区の北半部にあ り、 幅

0.87rn1 深さ0.23mの東西方向の溝であ

る。埋 土はシルト質中粒～粗粒砂で、シ

ルトの偽礫が混じる。自然に埋没したと

みられる。埋 土中からは須恵器杯・尭 の

破片、11～12世紀頃の「て」字状口縁の土

師器小皿が出土した。図示した土師器皿

4は口径15.lcmである。SDO2は12世紀

頃の溝で、上層の耕作溝や畦畔と方向が

一致することから、 区画溝の可能性も考

えられる。

b.近世の遺構

第3c層下面の遺構として耕作溝、畦畔

などが検出された。 調査区の南部では、

酸化鉄の集積として耕作溝の痕跡を検出

した。 また、東西方向の溝SDO3が掘ら

れ、その南側に同方向の畦畔が作られた

様子を確認した。 さらにその南に落込み

SDO4を検出した。

SDO3  幅0.45m,深さ0.20mの東西方

向の溝である。南 側に第4a層を掘り残す

形で第4a層上面に畦畔が作られる。溝 は

第3c層で埋められていた。溝 内から11世

紀頃の黒色土器椀・丹 波焼捕鉢・土師器

焙烙B類[難波洋三19921の破片が出土している。

o
綜

11～17世紀後葉の遺物が含まれる。

SDO4  調査区の南端に位置する。幅2.00rn,深さ0.30mの落込みで、底部に東西方向の溝SDO5・
06が検出された。第3b・3c層の埋土で埋まる。埋土内には、須 恵器杯・土師器高杯および亮・須恵質
の瓦・瓦器椀・肥前磁器・土師器焙烙など古墳時代～近世の遺物が混在していた。肥前磁器の青磁皿
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-39,8901
Y-39,8861

-39,8901

-152,734

ー152,738
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-152,746

-152,750

-152.754
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第4b層上面遺構 第4a層上面・第あ層下面遺構

図5 遺構平面図

第2層下面遺構

1 : 150
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NROI
TP+6.0m

SDO2
TP+6am

1 :暗灰黄色シルト質細粒砂(第4a層)
2:オリーブ褐色中粒砂・上面に酸化鉄析出
3:オリーブ褐色細粒砂

1 :灰黄褐色シルト質中粒～粗粒砂
2:にぶい黄褐色中粒砂
3:暗灰黄色細粒砂
4:暗緑灰色細粒砂
5:暗緑灰色シルト

暗灰黄色中礫混りシルト質中粒砂(第3b層)
.暗灰黄色粗粒砂混りシルト質中粒砂(第3c層〉
.暗灰黄色粗粒砂
暗灰黄色細粒砂
黄褐色中粒砂

2m

1:50

図6 遺構断面図

5は18世紀後葉以前のものであろう。土師器焙烙6はD類[難波1992]で、17世紀末～18世紀前葉であ

る。また、SD05・06からは古代の土師器尭・須恵器亮が出土した。SDO5・06のほかいくっもの溝が

掘られては古い溝が埋められ、その溝にさらに新しい溝が掘られ、その総体をSDO4とした。SDO4は
18世紀後葉以前に埋まった畠と考えられる。

また、第2層下面で東西方向の耕作溝群と動物の足跡を検出した。中央の攪乱を挾んで、北半で検

出された溝をSDO7、南半で検出された溝群をSDO8とする。耕作により下層から混入した中世～近
世の遺物が出土する。

SDO7  幅0.lOmで、深さ0.05mの東西方向の溝である。埋土は第2層と同様である。瓦器椀のほか、
土師器の小片が出土した。

SDO8  幅0.10～0.60m,深さ0.08～0.l6mで、東西方向に延びる不整形の溝詳である。第2層にょっ

て埋められている。埋土からは17～18世紀の肥前磁器・肥前陶器・土人形・瓦が出土してぃる。図化

した遺物は肥前磁器皿7で、底部内面に梅花とみられる文様が描かれてぃる。高台には砂が付着して
おり、17世紀中葉である。

また、この溝を壊す形で東西方向へ移動する偶蹄類の足跡が確認できた。埋土は第1層の砂であり、
第1層からの踏込である。

c.各層出土の遺物および遊離資料

各層出土の遺物の内、時期を示す資料および特徴的な資料を示す。

第4b層 古墳時代の土師器尭や古代の須恵器尭・土師器亮8・瓦がみられるほか、土師器皿および

羽釜・東播系須恵器の捏鉢・瓦器椀・備前焼捕鉢が出土した。図示した遺物は、土師器小皿9・10,

黒色土器11、須恵器尭12である。9は「て」字状口縁で、11は高台にわずかにいぶしがかかるが黒色土
器A類とみられる。これらは11～12世紀前半に属する。

第4a層 須恵器杯・土師器皿および羽釜・黒色土器椀・瓦器椀・瓦質土器捕鉢・瓦などが出土した。

図示した遺物は、口径が14.8cmの土師器椀13で10～11世紀に属するもののほか、12世紀前葉の土師器
小皿14および瓦器椀15である。

第3b・3c層 第3c層から出土した遺物は、口縁が玉縁状となる中国産白磁碗16のほか、草花文の

肥前磁器碗17・丹波焼亮・備前焼捕鉢・鉄塊がある。第3b層からは12～13世紀の土師器小皿のほか、
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18

10     29叫

1:4

図7 出土遺物実測図

NROI( 1～3)、SDO2(4)、SDO4( 5・6)、SDO8( 7 )、

第4b層(8-12)、第4a層(13-15)、第3c層(16 ・17)、第3b a 3c層(18)

17世紀の肥前磁器・備前焼の捕鉢・土師器焙烙・近世の瓦などが出土した。また、
第3b・3c層として

取り上げた遺物には、コンニャク印判のある肥前磁器碗18、17世紀末～18世紀初頭
の焙烙D類のほか、

瓦器・スラグなども見られた。

第3a層 肥前磁器・肥前陶器の小破片のほか、萩焼ピラ掛け碗・関西系陶器土鍋・
軟質施釉陶器灯

明皿・瓦などが出土した。いずれも小破片であり図化しえないが、19世紀中葉ま
での遺物である。

そのほか、重機掘削や周辺の表面採集などで弥生土器などが採集されている。

3)まとめ

今回の調査では、12世紀の氾濫原堆積層の上に中世～近世の耕作地を検出した。地
層の状況を見る

と、古くは水辺植物の繁茂する低湿地であったといえる。12世紀頃になると氾濫堆
積により陸地化し、

土地が安定する。その堆積層(第4b層)を耕起して、第4a層の作土が生成される。
その後、第3層では

近世の厚い作土が形成され、近現代まで耕作が継続される。

本調査区は鞍作廃寺推定地の南西約100mに位置する。南側には平野川が流れ、何
度も氾濫を受け

てきた土地であるといえる。調査地の北西に集落の中心があり、川に近い本調査
地は、周辺の生産域

として耕作に利用されたといえる。また、古代～中世の瓦や中国産の白磁碗が出
土する点が着目され

る。
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鞍作廃寺周辺での調査事例はまだ まだ少ない。今 後の調査 の蓄積が進み、寺 と集 落、 自然環境の具

体的様相が明らか になることが 望まれ る。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1991、「菅生邸新築工事に伴う加美鞍作廃寺発掘調査(KM89-13)略報」:『平
成元年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l99-2!o:3

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012、「平野区加美鞍作二丁目における建設工事に伴う鞍作廃寺発掘調査(KTIO
1)報告書」:『平成22年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.ll5-123

難波洋三1992、「徳川氏大坂城期の泡烙」:『難波宮址の研究』第九 本文、pp.373 - 400
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第2層下面の遺構と

第2層上面の偶蹄類の足跡

調査区南半

(西から)

地層の断面

調査区東壁

(西から)

第4b層上面の遺構

(北から)



長橋遺跡発掘調査(NH13-2)報告書
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調査 個 所 大阪市西成区花園北1丁目7-24他

調査 面 積 21箱

調査 期 間 平成25年4月11・12日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地はJR環状線新今宮駅から南西側へ約250mの場所に当る(図1)。上町台地の西裾から1 kmほ

どの砂堆上に立地し、一帯は縄文海進以降に陸化が進んだ海浜域であり、中世以降に開発が進んだ地

域である。周辺では2000年に西側100mでNH00-1次[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2002]

の発掘調査、北西側200mでNHO7-1次[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009]の試掘調査が

それぞれ実施されている。NHOO-1次調査では古代から巾世にかけての遺物が少量出土したものの、

遺跡の実態は未だ不明であるといわざるをえない。

本発掘調査に先立ち、2013年3月25日に大阪市教育委員会が実施した試掘調査では、瓦器・土師器

を含む遺物包含層が認められた。そのため、中・近世の遺物包含層や遺構の状況を精査する必要が生じ、

本格的な発掘調査を実施することとなった。

調査は4月11日から開始した。敷地のほぼ中央に南北7 rn,東西3mの範囲で21箱の調査区を設定

し(図2)、重機による現代盛土の掘削を行ったのち、以下は人力による掘下げと精査を行った。翌12

日にすべての記録作業と埋戻しを完了して撤収した。

なお、本報告の平面図に示す方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成

することにより得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高水準値はT.P.値(東京湾平均

海面値)を用いてTP+○mと表記した。

5,000

200m

Y-45,990

X-149,860

図1 調査地の位置 図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)層序

調査地は平坦地で、現況の高さはTP+2.7m前後であった。調査区では以下の第0～3層の
地層を

確認した(図3～5)。

第0層 :現代盛土層である。瓦礫を多く含むシルト質中粒砂である。層厚は40～100cmであっ
た。

第Ⅰ層 :細礫を含む黒褐色(10YR3/2)の中粒砂質シルトの作土層で、層厚は約15cmであっ
た。近

世から近代にかけて形成された地層である。本層の下面でSDIOIを検出した。

第2層:調査区全体に分布する作土層である。第2a・2b層に細分された。第2a層は細礫を含
むにぶ

い黄褐色(10YR4/3)のシルト質中粒砂層で層厚は10～15cm,第2b層はにぶい黄褐色(10YR
4/3)のシ

ルト質中粒砂層で層厚は20cmである。画者の地層の境界は不明瞭で漸移的であった。第2a
・2b層か

らは瓦器・土師器の細片が出土した。中世の地層とみられる。

第3層:調査区全体に堆積していた水成層である。黄褐色(10YR5/6)の中粒～粗粒砂層で、
水平方

向のラミナが認められた。層厚は50cm以上であった。遺物は認められなかった。

n)遺構と遺物

第1層下面遺構(図6)

調査区の北側においてSD101を検出した。幅0.l5m,深さ0.l5mで東西方向の溝である。埋
土は黒

第0層 現代盛土

第2a層    -SDlOi  1

第2b層        Jl[!t({11ゝ

第3層 水成堆積層

図3 地層と遺構の関係図

TP+30m

2m

十10m

1:50

図4 北壁地層断面図

TP+3.0m

N

第1層   第。層        第1層 Z

+2am

図5 西壁地層断面図

1:50

十1 am

2m
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Y-46,0101
Y-46,0081 褐色のシルト質中粒砂で、耕作に伴うものと

みられる。遺 物は認められなかったが、上・

下位層との関係から近世の遺構と考えられる。

出土遺物(図7)

調査区全体から第2層を中心に中世土器が

出土した。土 器表面の摩耗は少ないが、いず

れも細片であった。1は大和型、2・3は和

え一,4,,862 泉型の瓦器椀である。4は瓦器皿である。和
泉型瓦器椀はいずれも口径が10cm程度であり、

終末段階の瓦器とみられ、おおむね14世紀に

属すると思われる。5は東播系鉢である。

」:50

図6 第1層下面遺構平面図

3)まとめ

X-149,864  調査の 結果、第1層下 面遺構とし て 近 世 の

SD101を検出した。また、第2a・2b層の作土

層からは中世土器が出土した。調査地の北側

約800mには敷津遺跡がある。この一帯は今宮

戎神社を中心とする旧今宮村があり、朝 廷の

内蔵寮に属し、鎌倉～室町時代に魚介類の行

Xq 商 で活躍した「今宮供御人」の本拠地であった。

今回の調査ではこれらに直接関係する遺物は

出土しなかったが、 ほぼ同時期の遺物が認め

られることから、 調査地周辺においても敷津

遺跡のような海浜に望む集落が存在した可能

21   性が高い。今 後も継続的に周辺地の調査を進

め、遺跡の実態を明らかしていく必要がある。

象T h ,Z2   !)= = 5

ゞ-=1 3

20cm

図7 出土遺物

第2層(1～5)
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北壁地層断面

(南から)

西壁地層断面

(南東から)
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